




巻頭図版１

長越遺跡遠景（南上空から）

長越遺跡遠景（北上空から）
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Ⅴ　長越遺跡出土土器の胎土分析

はじめに

　当社では、これまでに兵庫県内各地の遺跡より出土した土器の胎土分析には、松田ほか（1999）の方

法を用いてきた。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、各粒度階ごと

に砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中における

砂の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いも見出すことができるために、同一の地質分布範囲

内にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能である。したがって、単に岩片や鉱物片の種類

のみを捉えただけでは試料間の胎土の区別ができないことが予想される、同一の地質分布範囲内で作ら

れた土器の胎土分析には、松田ほか（1999）の方法は適当である。以下に試料の処理過程を述べる。

　薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に0.03㎜の厚さに研磨して作製した。観察

は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構成

を明らかにした。

　砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて0.5㎜間隔で移動させ、細礫〜中粒シルトまでの粒子を

ポイント法により200個あるいはプレパラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計

２．分析方法

　姫路市に所在する長越遺跡は、播磨平野西部を流れる船場川下流域の右岸に広がる沖積低地上に位置

する。本報告では、長越遺跡から出土した、弥生末〜古墳初頭の庄内式土器について、その材質（胎土）

の特性を明らかにすることにより、各土器間での胎土の類似性あるいは特異性を見出し、長越遺跡にお

ける庄内式土器の製作事情に関わる資料を作成する。

１．試料

　試料は、長越遺跡から出土した土器片３点である。いずれも弥生時代末〜古墳時代の庄内式とされて

おり、器種は、高杯、甕、製塩土器各１点ずつである。

　各試料には報告No.が付されている。各試料の報告No.、器種、出土遺構などは一覧表にして表１に示す。

 矢 作 健 二・石 岡 智 武
パリノ・サーヴェイ株式会社

表３　胎土分析試料一覧
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数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の３次元棒グラフ、砂粒の粒径組

成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

３．結果

表４　薄片観察結果

　観察結果を表２、図１〜３に示す。鉱物片と岩石片の種類構成をみると、３点に共通する特徴として

凝灰岩と火山ガラスが多く含まれると言うことがあげられる。これまでの兵庫県下の遺跡出土土器胎土

分析において設定した胎土分類では、凝灰岩を多く含む組成はF類としている。これまでの分析例では、

供伴する鉱物片や岩石片の種類構成と量比から、F1類からF5類までの細分を行っている。今回のF類

の組成は、火山ガラスも凝灰岩と同程度に多く含まれることが第一の特徴であり、第二の特徴としては

変質岩と珪化岩の岩石片も比較的多く含むことがあげられ、第三の特徴として頁岩や砂岩からなる堆積

岩類と流紋岩・デイサイトや安山岩などの火山岩類、さらには微量の花崗岩類やホルンフェルスまで多

種類の砕屑物を含むことがあげられる。なお鏡下の観察では、凝灰岩や流紋岩・デイサイトは結晶質で

あり、珪化岩はほとんどが珪化凝灰岩または珪化流紋岩とみられ、変質岩は火山岩または凝灰岩の変質

岩と見られる。また、花崗岩類には微文象組織が認められた。火山ガラスは、薄手平板状のバブル型で

あり、褐色を帯びたものも認められている。以上述べた特徴は、これまでのF類には認められなかった 

ことから、今回の３点の試料の胎土分類としてF6類を設定する。
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　各試料の粒径組成は、粗粒砂をモードとする試料と中粒砂をモードとする試料が認められるが、第二

番目に割合の高い粒径が異なることにより、以下のような分類をおこなった。

１類：粗粒砂をモードとするが、その割合が突出している。報告No.129がこれに相当する。

２類：粗粒砂をモードとし、それに次いで中粒砂の割合が高い。報告No.図なしがこれに相当する。

３類：中粒砂をモードとし、それに次いで粗粒砂の割合が高い。報告No.219がこれに相当する。

　各試料の砕屑物・基質・孔隙の割合では、いずれの試料も砕屑物の割合が20%前後であり、特に有意

な差異は認めることはできない。

図11　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度

図12　胎土中の砂の粒径組成

図13　砕屑物・基質・孔隙の割合
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４．考察
　今回の試料は、いずれもF6類という同様の鉱物・岩石組成に分類されたことから、同一の地質学的

背景を有する地域内で作製された土器である可能性が高い。発掘調査所見では、３点ともに地元で作ら

れたと考えられていることにより、長越遺跡の位置する播磨平野西部の地質学的背景とF6類との整合

性について検討してみたい。

　F6類の由来する地質を想定する場合、まず多量の火山ガラスの由来から検討する必要がある。この

多量の火山ガラスは、比較的新鮮であることから、更新世あるいは完新世に降下堆積した未固結のテフ

ラ層に由来する可能性が高い。長越遺跡の位置する沖積低地は、市川のような比較的流量の大きい河川

とその他の複数の小河川による氾濫堆積により形成された地形であるから、このような場では、火山

ガラスからなるような細粒のテフラは降下堆積後に撹乱や削剥を受けることにより地層中に保存され難

い。したがって、F6類の火山ガラスの由来を沖積低地堆積物に求めることは難しい。播磨平野西部に

おけるテフラの産状の例として、田中（2001）が、御津町の碇岩付近の丘陵の谷間に形成された緩斜面

を構成する堆積物中から、姶良Tn火山灰（AT：町田・新井,1976）や三瓶山起源のテフラ層を確認し

ている。この緩斜面は麓屑面とよばれており、氷期に生産された岩屑が移動、堆積したと考えられてい

る。さらに、その後の温暖期の降水量の増加による麓屑面の浸食と再堆積により、麓屑面下流側に扇状

地も形成されることが述べられている。そして、この扇状地堆積物中には鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah：

町田・新井,1978）が確認されている。山元ほか（2000）による地質図では、長越遺跡の北西方に広が

る丘陵の縁辺にも山麓緩斜面堆積物としてその分布が記載されていることから、今回の試料のF6類の

火山ガラスは、長越遺跡から至近の丘陵縁辺に形成された麓屑面堆積物あるいは扇状地堆積物に由来す

ると考えられる。

　ここで、F6類の特徴は凝灰岩を多く含むことも考慮すれば、その丘陵は凝灰岩により構成されてい

ることが推定される。上述した山元ほか（2000）や猪木（1981）、日本の地質「近畿地方」編集委員会（1987）

などの地質記載から、長越遺跡至近の北西方の丘陵は、中生代白亜紀の相生層群の中の上部亜層群に相

当する伊勢層により構成されていることが確認できる。伊勢層は、非溶結の火山礫凝灰岩−凝灰角礫岩

からなる火砕流堆積物を主体とする地質であり、砂岩や頁岩などの角礫からなる角礫岩層も伴っている。

これらの記載から、F6類の由来として、長越遺跡至近の北西方の丘陵縁辺部の堆積物が想定される。

　なお、F6類に微量含まれている花崗岩類は、長越遺跡至近の北西方の丘陵の北側に分布する丘陵（桜

山貯水池を囲んでいる）を構成している白亜紀-古第三紀の貫入岩類に由来する可能性がある。この丘

陵の貫入岩は、斑状角閃石黒雲母花崗閃緑岩とされ、特に微文象組織を持つことも記載されており（山

元ほか,2000）、F6類の記載との整合性が高い。

　上述したように今回の分析では、発掘調査所見における「地元産」を支持する結果が得られた。試料

には高杯、甕、製塩土器という用途の異なる器種が混在していたことから、長越遺跡周辺では複数の器

種にわたる土器製作がなされていたことが推定できる。各試料の胎土の粒径組成をみると、試料間で比

較的明瞭な差異が認められ、材料のより詳細な違い（採取地や採取層位の違いなど）あるいは、素地作

製時の調整の違いなどが示唆される。この点については、より多くの分析事例の蓄積と検討が必要と考

えられる。

　なお、播磨平野西部でも長越遺跡から西方の太子町に所在する東南遺跡から出土した縄文土器、弥生

土器、中世土師器の胎土分析では、A4類という胎土が主体を占めるという結果がある（矢作・石岡,2009）。
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この結果を考慮すれば、今後も姫路市および周辺域の庄内式土器の胎土分析事例を蓄積することにより、

播磨平野内での胎土の地域性も識別できる可能性がある。その場合、土器の製作地や移動、時代・時期

による製作事情の違いなどが見出されることが期待され、兵庫県西部地域の土器に関する有意な資料の

作成が可能であると考えられる。

引用文献
猪木幸男,1981,20万分の１地質図幅「姫路」.地質調査所.
町田　洋・新井房夫,1976,広域に分布する火山灰−姶良Tn火山灰の発見とその意義−.科学,46,339-347.
町田　洋・新井房夫,1978,南九州鬼界カルデラから噴出した広域テフラ−アカホヤ火山灰.第四紀研究,17,143-163.
松田順一郎・三輪若葉・別所秀高,1999,瓜生堂遺跡より出土した弥生時代中期の土器薄片の観察−岩石学的・堆

積学的による−.日本文化財科学会第16回大会発表要旨集,120-121.
日本の地質「近畿地方」編集委員会,1987,日本の地質6　近畿地方.共立出版,297p.
田中眞吾,2001,御津町とその周辺の自然.御津町史編集専門部委員会編　御津町史第一巻,御津町,2-76.
矢作健二・石岡智武,2009,東南遺跡出土土器の胎土分析.兵庫県文化財調査報告第362冊揖保郡太子町東南遺跡（主）

太子御津線「街路龍野線」都市計画街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ.50-66.
山元孝広・栗本史雄・吉岡敏和,2000,龍野地域の地質.地域地質研究報告（５万分の１図幅）,地質調査所,66p.



− 52 −

Ⅵ　おわりに

　長越遺跡は昭和　年に増田重信氏によって飯田集落の下水管埋設工事の際に土器が採集され知られる

こととなった遺跡である。昭和48年度に姫路バイパスに伴う確認調査が鎌木義昌氏を担当者として瀬戸

内考古学研究所によって実施され、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての集落が確認された。その

結果を受けて、姫路バイパス本線部分の全面調査が昭和49・50年度に兵庫県教育委員会を調査主体とし

て行われた。その報告は兵庫県文化財調査報告第12冊「播磨長越」として松下　勝氏編集によって刊行

されている。私も幸いなことに、その時に学生として調査に参加し多くを学ばせて戴いた。

　昭和50年代以降、長越遺跡と密接な関係にあると思われる船場川東区整遺跡群が姫路市教育委員会に

よって長期に亘って継続的に調査が行われている。特に第６地点は長越遺跡の東側一帯に広がる遺跡で、

長越遺跡と緊密な関係にあり、庄内期の播磨を考える上に重要な遺跡である。長越遺跡が、庄内期に限

られた集落であるのに対して弥生時代中期から長越遺跡と同じ時代、そして古墳時代後期から奈良・中

世へと続いている。そして特記されるのは、庄内期において柵で囲まれた中心施設を検出している点で

ある。この時期の周溝墓も特筆される。前代から続いて後世に続く集落であることが指摘される。長越

遺跡が限られた時期の集落に対して大きく異なっている。

　今回の調査では、長越遺跡の性格・位置付けを変えるような事実は掴んでいない。基本的に長越遺跡

の位置付けに変化はない。５棟の竪穴住居跡を検出した。長越編年では長越Ⅳに該当する。古い段階が

確認されず、この時期に集落を拡大したと考えるのが妥当であろう。ただ、大きな違いは長越遺跡Ⅰで

は前代の弥生時代後期前半以前の遺物が出土していないのに対して、今回の長越遺跡Ⅱの結果では弥生

時代中期後半の土器を検出している。その点では、船場川東区整遺跡第６地点に近似している。長越遺

跡大溝南に広がる集落が古い段階から開始されたことは、姫路バイパス側道の調査で明らかになってい

るが、それを補足した結果になったと思われる。終焉時期は長越遺跡Ⅰと同じ時期で布留期までは及ん

でいない。旧河道であるSR01の埋没時期は６世紀後半であるので、それまでに集落は終焉していたこ

とになる。今回の成果だけなら、長越遺跡Ⅰの分村的な位置付けになろうかと思われる。ただ、保有し

ている土器は母村とほとん変化なくたほうめんからの搬入土器を保有している。

　1975年前後の長越遺跡調査の時、西側構権現遺跡や中地天神遺跡をほぼ同時に磯崎正彦氏を担当者と

して調査が実施されていた。これらも長越遺跡と同時期の集落である。調査に参加しておられ、私と同

期に兵庫県教育委員会で共に調査に携わった吉識雅仁氏が本報告編集中に急逝された。今回、本報告の

調査を共に担当し、執筆時に長越遺跡と構権現遺跡との類似など話し合ったものである。未報告であっ

たことから、今報告に活かすよう教示を得ようと画策していたところであった。個人的に両遺跡間は当

然交流があり、母村と分村などの強いネットワークを有する関係があり、長越遺跡の大溝は構まで続き、

船場川と水尾川間の運河として機能している。という持論を笑って反対的な受け答えしていた。十分教

示を得られなかったことが残念である。調査段階から、長越遺跡だから報告は私がと自我を出したのが

惜しまれる。歴史的環境や考察で吉識雅仁氏が担当した遺跡の活用を図れたらと悔やまれる。今回、十

分に意見を反映できなかった。近刊される長越遺跡Ⅲで少なからず加味出来るよう、努めたいと思う。「播

磨・長越遺跡」で師事した松下氏とともに見守って下さるようお願いしますが、残された者として重い

荷物を背負わされたようでもある。その重責に答えようとする分、長越遺跡Ⅲは遅筆となるかもしれな

い。その際はご寛恕ください。ご冥福をお祈りします。
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図　　版



図版１
その１調査区平面図



図版２
その１土層断面図



図版３
大溝土層断面図



図版４
SH01･02･03･SX03実測図



図版５
SH04実測図



図版６
SH05･SK01実測図



図版７
その２調査区平面図



図版８
その２土層断面図



図版９
その２遺構土層断面図



図版10
その２落込み(SX05)平面図



図版11
土器実測図(１)



図版12
土器実測図(２)



図版13
土器実測図(３)



図版14
土器実測図(４)



図版15
土器実測図(５)



図版16
土器実測図(６)



図版17
土器実測図(７)



図版18
土器実測図(８)



図版19
土器実測図(９)



図版20
土器実測図(10)



図版21
土器実測図(11)



図版22
土器実測図(12)



図版23
土器実測図(13)



図版24
瓦･土製品･拓本実測図



図版25
石器･鉄器実測図
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写真図版１

	 空中写真（国土地理院撮影）



写真図版２

空中写真（北上空から）

空中写真（上空から）



写真図版３

全景（南から）



写真図版４

全景（南から）

全景（北から）



写真図版５

東壁

南壁

東壁部分



巻頭図版２

長越遺跡遠景（東上空から）

長越遺跡遠景（南上空から）



巻頭図版３
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例　　言

１．本書は姫路市飯田に所在する長越遺跡（飯田湯田遺跡）の発掘調査報告書である。

２．調査は、兵庫県中播磨県民局県土整備部姫路土木事務所が計画施工する二級河川船場川広域一般河

川改修事業に伴うものである。当初、飯田遺跡として契約調査した。調査の結果、姫路バイパス建

設に伴って調査が行われた長越遺跡と同一の遺跡であることが明らかとなったので長越遺跡として

報告する。

３．分布調査は平成５年度に、確認調査は平成14年度に、本発掘調査は平成15年度に行った。すべて兵

庫県教育委員会が調査主体となり、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が調査担当した。

４．本発掘調査は、平成15年度にその１を吉識雅仁・渡辺　昇が、その２を吉識雅仁・上田健太郎が担

当した。

５．調査で使用した方位は国土座標第Ⅴ系を使用し、水準は兵庫県姫路土木事務所および姫路市建設課

設定の２級基準点を使用した。

６．基準点の測量ならびに平面図の図化は㈱パスコ、㈱サンコムに委託して実施した。遺物出土状態や

土層断面図は調査員・調査補助員が実測した。

７．遺構写真は調査担当者が撮影した。図版１の空中写真は国土地理院撮影のものを使用した。それ以

外の空中写真は富士測量株式会社、㈱パスコ、㈱サンコムに委託して撮影したものである。

８．整理作業は、平成20・21年度の２ヵ年に渡って、兵庫県立考古博物館で行った。

９．執筆はⅤ章をパリノサーヴェイ㈱が、それ以外を渡辺が行い、編集は前山三枝子の協力を得て渡辺

が行った。　　　

10．本書にかかる遺物や図面・写真などの資料は、兵庫県立考古博物館（加古郡播磨町大中1-1-1）な

らびに兵庫県立考古博物館魚住分館（明石市魚住町清水立合池の下630-1）に保管している。ご活

用ください。

11．発掘調査・整理調査にあたって、地元関係者をはじめ多くの方々・機関のご協力・ご指導を得まし

た。感謝致します。

　　　奈良文化財研究所・姫路市教育委員会

　　　大谷輝彦・小柴治子・和田晴吾

　　　青木哲哉・奥田　尚

図 1　長越遺跡（姫路市飯田）の位置
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Ⅰ　はじめに

１．調査に至る経緯
　長越遺跡は姫路市飯田字長越・湯田に所在する遺跡である。1974年から２ヵ年にわたって建設省（当

時）が計画する姫路バイパス建設に先立って調査が実施された遺跡である。兵庫県を代表する弥生時代

末から古墳時代初頭の集落跡である。その後、船場川東側では広域に区画整理事業が計画され、仮称船

場川東区整遺跡（６地点に分けられる）として同時期の集落跡も姫路市教育委員会によって調査されて

いる。船場川流域は上流に向かって小山遺跡・黒表遺跡・橋詰遺跡と弥生時代後期の集落が集中してい

る。庄内式土器が多く出土していることで特によく知られている。

　長越遺跡は昭和49・50年度に全面調査が行われた庄内期の遺跡である。同報告書（播磨・長越遺跡

昭和53年　兵庫県教育委員会）掲載の今里幾次氏の「長越遺跡調査前史」によると、昭和20年代まで標

高10ｍ以下の低地に遺跡存在は考えられておらず、唯一千代田遺跡だけであった。（長越遺跡は標高4.5

ｍ）それが、30年代以降遺跡数は増加し、姫路市内の縄文・弥生時代遺跡総数の占める割合も高くなっ

ていった。丘陵部の増加率に比べると桁が変わるほどの増加である。昭和初期には１割にも満たなかっ

た遺跡が、30年代には３割、40年代終わりには４割近くなり、現在では半数を超えているものと思われ

る。標高も２ｍ近くまでの低い部分で遺跡は確認されている。

　長越遺跡の確認は昭和31年２月である。今里氏の栗木遺跡（飾磨区今在家）をテーマにした姫路市文

化財研究講座の発表で、船場川下流域の低地に広く弥生時代の遺跡分布の可能性を示唆された。それを

受けて現地踏査された増田重信氏によって長越遺跡は確認された。今里氏への葉書に「飯田の西に微高

地が２ヵ所あり、弥生式土器と須恵器の破片を採集した。西が字大町、東が字湯田である」と記されて

いる。東側の微高地が長越遺跡である。旧道（現在のバイパスの南側道路）における水道管設置掘削で

の採集であった。今回の調査で本発掘調査に合わせて確認調査も行い、北側にも遺跡が広がっているこ

とが明らかとなった。長越橋までの部分で今回調査の北側に位置しており、平成20年度に本発掘調査を

実施した。この部分周辺が水道管設置工事隣接部と思われる（この報告は長越遺跡Ⅲとして報告予定）。

その際の大溝は昭和49・50年度調査の大溝と同一のものと思われ、同一集落であることは確実である。

また、河川改修事業は北側にも計画されており、字長越と同じ遺跡となることは明白である。このこと

からも今回、長越遺跡として報告するものである。

　昭和49･50年度に調査された長越遺跡は、竪穴住居跡15棟（落込み１も住居跡と考えれば16棟）・掘立

柱建物１棟と土坑・落込み・溝・大溝が検出されている。竪穴住居跡は切り合い関係があり４小期に分

けることが可能である。集落は東西２群に分けられ、中央空間地に掘立柱建物が存在しており、両群共

有の倉庫かと考えている。調査区内南側を東西に大溝が通っており、この大溝は前記したように平成20

年度調査区に延びている。同様の大溝は西側の構でも検出されている。大溝に合流するように東側で支

流が存在し、その部分に水量調整のための堰が設置されている。また、合流部西側には橋と考えられる

遺構がある。その周囲で石製模造品（剣形・有孔円板・双孔円板・勾玉）を使った祭祀が行われている。

石製模造品祭祀の最も古い事例である。コンテナで500箱余りに及ぶ多量の土器が出土しており、長越

遺跡Ⅰ〜Ⅳ式に分類されている。広大な調査面積の印象があったが、3000㎡余りで、遺跡の稠密なこと

が理解されよう。
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　船場川は２級河川ではあるが、比較的水量の多い河川である。姫路平野を流れ、姫路城跡の西側外堀

の機能も果たしている。姫路城跡から河口まで６㎞近くあるが、比高差は12ｍ前後と少ない。長越遺跡

から河口までは3.5㎞で比高差は３ｍ前後である。そのため、大雨の際に姫路市街地の低い部分が浸水

することが重なったことから、船場川の河川改修事業が計画された。河口から順次計画施工されている。

　平成５年度に分布調査を実施し、隣接地を含めて遺物が採集されている。また、長越遺跡の南東部分

に位置することからも遺跡の存在が十分に予想された。平成14年度に兵庫県中播磨県民局県土整備部姫

路工事事務所からの依頼により確認調査を実施した。調査対象地は飯田橋の南側部分で、飯田橋から南

に約幅20ｍ、長さ220ｍの部分である。２×４ｍを基本としたトレンチを14ヶ所設定して確認調査を行っ

た。調査は重機によって表土から掘削し、断面観察を行いながら、遺構・遺物の存在しそうな部分は人

力掘削に切り替え精査した。調査は平成14年６月10・11日の２日間実施した。その結果、北半部分にお

いて溝とともに全面で包含層が確認されたので、本

発掘調査が必要とされた。

調査主体　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

事務担当　　　　　　　　　所　長　　　藤本修二

　　　　　　　　　　　　　主　幹　　　輔老拓治

　　　　　企画調整班　主任調査専門員　井守徳男

　　　　　　　　　　　　　主　査　　　高瀬一嘉

　　　　　調査第２班　　調査専門員　　西口和彦

調査担当　調査第２班　　　主　査　　　山田清朝

２．本発掘調査の経過
　確認調査の成果を受けて、平成15年度に本発掘調査を実施した。５月12日に現地立会いを行い、調査

準備をはじめた。16日に調査範囲を確定し、調査用の杭を打設した。19日から北端から南に向かって機

械掘削を開始した。確認調査結果を基礎にして盛土・耕土と床土を機械掘削の対象とするが、一部黒褐

砂礫も上部は機械によって除去した。排土が横置きしきれないことから、機械掘削土については工事用

地の南側に搬出し仮置きとした。排土の移動を含めて２地区の機械掘削を23日までに終了した。安全が

確保出来る距離になってから、機械掘削と平行して北側から適宜壁面を整形するとともに、現状の機械

掘削面で面精査する。確認調査トレンチや撹乱坑を掘り下げ、垂直的な資料を得るように努めた。面精

査の際に床土の入っている部分や残っている部分は掘り下げた。この面では新しい（近世か？）時期の

耕作痕以外の遺構は確認できないことから、包含層（黒褐砂礫）を人力によって掘り下げた。遺構面ま

で掘り下げ、遺構の確認を行う。遺構は溝が主体で上部では旧河道と思われる大溝が調査区内を流れて

いた。遺構は堆積状況を確認・記録するためのアゼを幾つか設定して掘り下げの参考にした。アゼをは

じめ壁面の土層断面図と写真撮影を行い、アゼを除去した。遺物の出土状況も適宜記録（写真・実測）

している。６月10日に遠景とともに図化するために空中写真撮影を行った。全景写真や部分写真は足場

を適所に随時立てて行った。記録作成後、下層包含層である暗褐シルト質中砂を掘り下げる。残存状態

は悪いものの竪穴住居跡などの遺構を確認した。遺構掘削や記録作成に23日まで費やした。現地にて27

日に中間検査を受けた。一部断ち割りなどの作業を行ったのち、埋め戻しを行い30日にすべての調査を

終了した。

図２　調査風景
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　本発掘調査の結果から、遺構面が東側に延びていることが明らかになったので、改めて協議した。そ

の結果、東側部分について飯田遺跡（その２）として本発掘調査を実施することとなった。当初の本発

掘調査部分を飯田遺跡（その１）とし、その東側の一段低いところが対象地である。調査段階で通電し

ている電柱が存在したので、電柱周辺を除外した309㎡の本発掘調査である。契約・調査組織・方法な

どはその１と同様である。遺構面まで機械掘削を行い、面精査・人力掘削を行い遺構検出・遺構掘削を

行った。面が２面あり、主に調査担当者・補助員によって手測を行った。写真撮影・実測作業の記録作

成ののち、中間検査を受け埋め戻しを行った。調査は12月22日から翌年１月20日までの実働16日間を費

やした。

３．整理作業の経過

図３　調査風景

　整理作業は平成20・21年度の２ヶ年で実施した。本発掘調査と同じく兵庫県中播磨県民局長と兵庫県

教育長が契約を交わして実施した。平成20年度は水洗いから接合作業までを、平成21年度は実測作業か

ら報告書刊行までの作業を行った。ともに兵庫県立考古博物館で行った。

調査主体　兵庫県教育委員会

事務担当　兵庫県立考古博物館

　　　　　　　　　　　　館　長　　石野博信

　　　　　　　副館長兼総務課長　　藤原　悟

　　　　　　　埋蔵文化財調査部長　若生晃彦

　　　　　　　　　　　　主　幹　　岡崎正雄（平成20年度）

　　　　　　総務課　　　課　長　　若狭健利（平成20年度）・前川浩子（平成21年度）

　　　　　　　　　　　課長補佐　　山下裕美（平成20年度）

　　　　　　　　　　　　主　査　　大西晃彦（平成21年度）

　　　　　整理保存班　調査専門員　森内秀造

　　　　　　　　　　　課長補佐　　岡田章一

調査主体　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

事務担当　　　　　　　　　所　長　　　平岡憲昭

　　　　　　　　　　　　　主　幹　　　輔老拓治

　　　　　　総務課　　　　課　長　　　森　俊彦

　　　　　企画調整班　主任調査専門員　井守徳男

　　　　　　　　　　　　　主　査　　　甲斐昭光

　　　　　　　　　　　　　課　付　　　稲田　毅

　　　　　調査第１班　　調査専門員　　吉田　昇

　　　　　調査第３班　　調査専門員　　西口和彦

調査担当　調査第１班　　　主　査　　　吉識雅仁

　　　　　　　　　　　　　主　査　　　渡辺　昇（その１）

　　　　　調査第３班　　技術職員　　　上田健太郎（その２）　　　　　　

　　　　　　　　　　　　調査参加者　　清水洋子・折井千枝子・前田陽子・覚野郁子・山本みどり
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　　　　　　　　　　　　主　査　　菱田淳子・篠宮　正

調査担当　調査第１班　課長補佐　　渡辺　昇

　　　　　整理保存班　　嘱託員　　前山三枝子・佐伯純子・西村美緒・吉田優子・島村順子

　　　　　　　　　　　　　　　　　西口由紀・宮野正子・荒木由美子・小谷桂加

図４　整理作業風景

図５　長越遺跡周辺空中写真
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Ⅱ　位置と環境

　長越遺跡は姫路平野南側の姫路市飯田字長越・湯田に所在する遺跡である。東側に船場川が流れてお

り、その縁辺微高地であるとともに、旧河道も遺跡内を通っている。

　姫路平野は播磨中央部の市川によって開析された平野であり、東西9.8㎞、南北7.5㎞の兵庫県では最

も広い平野となっている。その中央を市川が流れているが、現在の河道に安定したのは近世になってか

らである。弥生時代には幾度となく河道を変えていたことは確実である。平地の下には旧河道と微高地

が存在している。氾濫時は船場川が本流の流れとなったことも十分に想像される。現在の大日線付近か

ら姫路城跡の東外堀である三左衛門堀（川）を本流が南下していたであろうと考えられている。船場川

は砥堀から市川と分かれているが、ある時期の氾濫などによってつながったと考えられており、本来は

大野川から流れてきた河川とされている。船場川流域は弥生時代から古墳時代にかけて多くの遺跡が立

地していることは、常に氾濫を受けていたわけではなく、それ以上に可耕地として肥沃な平地を与えら

れていたことを示している。「播磨国風土記」には市川は小川と記され、西側に大川が存在している。「大

日本地名辞典」では船場川を大川に比定している。船場川は手柄山にあたり、蛇行して長越遺跡近くか

ら直線的に南下している。その主軸方向は西側の水尾川と同じで約20°東に振っており、復原されてい

る条里地割に即している。

　旧石器は単独の出土例が知られているだけで、まとまった調査例はない。縄文時代の遺跡も早くに調

査された辻井遺跡が人骨出土などで著名であるが、他にまとまった調査例はない。

　弥生時代になると遺跡数は増大する。弥生時代から奈良時代にかけて姫路平野が播磨の中心であった

ことを示す遺跡の稠密さと内容を誇っている。

　姫路城下町にある本町遺跡でも弥生土器が出土しており、姫路城北西の八代深田遺跡は中期から後期

の土器がまとまって出土しており、編年資料として使われている。八代深田遺跡東側を流れる船場川は、

JRと交差する付近に南畝町遺跡・豆腐町遺跡があり、その西側に学史に残る千代田遺跡がある。船場

川に近い南畝町遺跡・豆腐町遺跡は中期からの遺跡で溝（河道）・土坑が調査されている。船場川から

離れた千代田遺跡と東側の北条遺跡では前期の遺構が検出されている。北条遺跡のさらに東にある市之

郷遺跡は当地の拠点集落で前期から弥生時代を通して古墳時代・奈良時代と生活している。前期には木

棺墓も築かれている。中期には竪穴住居跡・木棺墓や周溝墓も調査され、後期にも多数の竪穴住居跡が

検出されている。古墳時代にも継続し、５世紀の竪穴住居跡群があり、韓式土器などの渡来系遺物が多

数出土している点は注目される。奈良時代には官衙的な遺構・遺物もあり、氏寺と思われる市之郷廃寺

も建立される。西側の北条遺跡・豆腐町遺跡でも奈良時代になると掘立柱建物や井戸などの遺構が検出

されており、出土遺物にも墨書土器や漆紙文書・二彩壺・円面硯などの官衙的遺物が多く見られる。鉄

滓や羽口の出土や多量の製塩土器など播磨国府の工房としての機能を保有していたようである。漆の付

いた土器が多いのも豆腐町遺跡の特徴である。中世になると遺跡は明確でなくなるが、北条遺跡・船場

川東区整遺跡では墓や掘立柱建物が検出されている。鎌倉時代に播磨守護所が加古川に置かれるように

なり、播磨の中心を維持できなくなるが、黒田氏による初期姫路城跡そして羽柴秀吉によって播磨の中

心地として復活し、次いで慶長５年（1600）池田輝政による姫路城跡建築・城下町整備によって完全た

るものになる。城下町として近世を謳歌し、明治維新によって鉄道が敷設される。明治21年（1888）12
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図６　長越遺跡の位置と周辺の遺跡（S=1：25,000）
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表１　長越遺跡周辺の遺跡一覧

月に山陽鉄道会社によって兵庫から姫路まで開通している（同年６月兵庫明石間が先に開通）。その遺

構が豆腐町遺跡などで確認されている。初代・２代目の機関車転車台や扇形車庫が調査されている。そ

の後、周辺地域との合併などで増大し、平成８年には中核都市として指定され、改めて播磨の中心となっ

た。文化財の観点からも姫路城が世界文化遺産となり、整備活用が図られ、兵庫県の文化財的なリーダー

の位置を保っている。

　船場川を下ると手柄山周辺には多くの遺跡が並んでいる。上流から村淵遺跡・橋詰遺跡・黒表遺跡・

小山遺跡・生矢神社裏遺跡・竹の前遺跡・船場川東区整遺跡群と続く。船場川東区整遺跡第６地点の対

岸（西側）に長越遺跡は立地している。船場川東区整遺跡は弥生時代中期から生活を営んでいる集落で

長越遺跡と同時期にも大規模なムラを形成している。溝で囲まれた建物や大形の周溝墓も築かれている。

長越遺跡より早くから生活をはじめ長期間続く集落である。銅鏃も出土している。橋詰遺跡なども早く

から庄内式土器の出土が知られており、庄内期の集落が密集している地域である。小山遺跡は、この中

では最も大きな集落で長い期間を通して生活しており、古墳時代まで継続している。初期須恵器も出土

している。船場川西側の手柄山は独立丘陵で早くに開発されたことから、正式な調査は行われておらず、

不分明な点が多い。弥生時代末の墳丘墓から古墳時代を通しての葬送地に利用されていたようである。

鏡や埴輪なども出土している。手柄山南側に位置する竹の前遺跡は弥生中期から庄内期にかけての旧河

道と溝が多く調査されており、多量の土器が出土している。龍を描いた絵画土器は興味深い。また、竪

穴住居跡も複数検出され、洪水後も生活を続けている点が長越遺跡と異なっている。中世の掘立柱建物

も検出されている。

　長越遺跡は船場川の西側微高地に存在する。北側には遺跡が広がらず、東西方向もバイパス建設時の

調査でほぼ明らかになっており、南側にのみ広がっていることが明らかであった。西行きのバイパス側
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道は十分な調査が行えなかったが、長越遺跡と同時期かやや古い集落が存在するようで、さらに南側に

広がっていると予想されていた。それが今回調査した地点である。長越遺跡の西側は異なる微高地に邨

東遺跡が存在する。長越遺跡と同時期の集落で銅鏃も出土している。有茎のえぐりの深いタイプである。

長越遺跡でも２本出土しており、船場川東区整遺跡第６地点でも無茎の銅鏃が出土している。隣接した

地域で銅鏃の出土が集中している。「播磨国風土記」では当遺跡周辺は飾磨郡伊和里とされており、宍

粟郡伊和君が移住してきたと伝承されており、滑石製模造品から長越遺跡と伊和遺跡の関連が想起され

る。長越遺跡の東側は三宅の地名が残り、やはり風土記に出てくる飾磨御宅と考えられている。遺称地

が三宅遺跡で奈良時代の遺物が散布している。長越遺跡でも奈良時代の墨書土器が存在し緑釉陶器が出

土している。

　三宅遺跡の東側市川を越えたところには、高地性集落である小富士山遺跡・仁寿山遺跡がそびえてい

る。周辺では数少ない高地性集落で、近代には旗振り山としても活用されていた。周辺には阿保百穴や

坂元古墳群・見野古墳群など後期古墳群が広がっている。前期古墳である御旅山３号墳は南東方向にあ

り、中期の奥山大塚は仁寿山の南側に、宮山古墳は仁寿山の北側に位置する。宮山古墳は５世紀後半の

３基の竪穴式石室を埋葬主体とし、金製垂飾付き耳飾りや初期須恵器など豊富な副葬品が出土している。

前記の市之郷遺跡との関連が考えられる。現状で間を市川が流れていることから、分離されがちである

が、本来の地形などを考慮すれば埋葬者と強く関係した集落であろうと考えられている。

　長越遺跡の西側の水田地帯には微高地上に多くの遺跡が確認されている。これらは今里幾次・増田重

信・木谷幸夫・松本正信・加藤史郎各氏らの努力の賜物である。邨東遺跡・中地天神遺跡・カスカエ遺

跡・丁田遺跡・権現遺跡、そこから南西向かって西田遺跡・五位田遺跡・タテノ遺跡・石ヤ田遺跡・加

茂構居・桜ケ坪遺跡・栗木遺跡の各遺跡が確認されている。弥生時代後期から古墳時代の遺跡が多かっ

たが、縄文晩期の甕も西田遺跡などで確認されている。中地天神遺跡は馬の埋葬土坑で知られており、

（構）権現東遺跡では長越遺跡と類似する大溝が検出されている。この地域は姫路バイパス以外にも幹

線道路や下水道工事、水尾川河川改修事業によって発掘調査が行われているが、未だ全体像が浮かんで

こない。また、船場川東と同様に大井川周辺も土地区画整理事業が計画され、新たな事実も判明してい

る。水尾川河川改修事業では権現遺跡・八反長遺跡・堂田遺跡が全面調査され、岡田遺跡・西庄遺跡で

確認調査が実施されている。縄文時代晩期から弥生前期にかけて、弥生後期の土器がまとまって出土し

ており、八反長遺跡では木製品も多量に出土している。

図７　長越遺跡（1974年調査）全景 図８　長越遺跡（1974年）調査状況
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図９　長越遺跡の位置と調査地点
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Ⅲ　調　査　結　果

１．本発掘調査その１（調査番号　2003003）
　確認調査の結果を受けて本発掘調査を実施した。２面の遺構面があり、上面では旧河道と思われる大

溝と溝５条を、下面では竪穴住居跡５棟と落込み３基・土坑１基を検出している。調査前の地目は水田・

畑と宅地であった。宅地部分は１ｍ前後の盛土が置かれていた。遺跡は船場川西岸の微高地に位置して

いる。長越遺跡が立地する微高地と同じである。今回調査区はその微高地東端にあたるものである。調

査区西側の耕作地への通路を確保するために、里道周辺を開けて南北に分けて調査をした。調査段階で

は北地区・南地区として調査を行った。ただ、調査結果は、南地区は全体に0.3ｍほど現地形は下がっ

ていた。そのためか遺構は検出されず、東壁沿いに落ち込み状の浅い溜まりがあっただけで遺構とは思

われなかった。ただ、SR01などの自然地形の一部であることには問題はない。また、遺物も全く出土

していないことから、北地区の報告とする。

土層堆積状況・地形

　調査区北東隅は地形が下がっており、微高地からはずれかかっていた。そのため他地点より盛土も厚

く、近世以降の瓦などが出土している。肩部分には護岸のための太い木杭が打ち込まれており、近世以

降の水路かと思われる部分もあるが、面的には調査していない。北東隅以外は微高地上に乗っており、

南および東に向かって緩やかに地形は下がっている。調査区内を北から南に向かって蛇行して旧河道が

検出されている。

　層序は盛土が広くあり、その下に耕土・床土（一部下層の旧耕土）が存在する。床土としたが、厚い

旧耕土が多く含まれており、上面が床土として利用されていた。耕土層が厚いことは古代以降長期間に

わたって水田として利用されていたことに符合する。床土下の層は水平堆積しておらず、多くの洪水

による凹凸が認められる。SR01が大きな旧河道であるが、それ以外にも氾濫していた状況が窺われる。

地形の高い大溝西側では床土直下に礫層が広がっている。すなわち、地形の高い部分は床土直下が遺構

面となる。東側の地形の低い部分では、礫層の上に黒灰シルト・褐灰シルト質極細砂が堆積しており、

黒灰シルトは土壌化しているものと思われるが明瞭な遺構は溝以外には検出できなかった。遺構面は褐

灰シルト質極細砂上面である。この面には数回に及ぶ洪水堆積層があり、礫を多く含む黒褐シルト層が

遺構面を抉るように堆積している。黒褐シルト層上面を第1面、褐灰シルト層直上面を第2面としている。

第2面は竪穴住居跡と落ち込み・土坑を検出している。

溝

　大溝（SR01）は調査区内を北側から南側に向かって流れている。現在の船場川にほぼ併行しており、

部分的に蛇行していることからも旧河道と考えられる。幅は最大で3.6ｍであるが、大半は2.2〜3.0ｍで

ある。深さは0.8ｍ前後である。深い部分は中央が多いが西寄り部分が深い個所や逆に東寄りが深い個

所もある。安定した流れになっていない点も旧河道であることを示している。中央が深いところはレン

ズ状の堆積を概ね示すが、片側が深い部分も深い部分を中心にレンズ状の堆積になっている。深い部分

が最終段階に近い流れであろうと思われる。片側に寄っている個所は深い部分が切っており、新しいこ

とが断面から理解できる。上層には須恵器も少量ながら含んでおり、埋没時期は６世紀後半である。逆
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に溝内から弥生中期の土器も少なからず含まれている。今回の調査では遺構は確認されなかったものの、

近くに弥生中期の遺構も存在した可能性が高い。遺物の多くは弥生時代末から古墳時代前期のもので、

この時期から古墳時代後期までの旧河道と考えられる。上層として取り上げた中には須恵器を含んでい

る。

　SD01は、SR01下層でU字形の深い部分である。須恵器を含まない遺構である。蛇行しているものの

人工的に掘削されたものと思われる。下層の２層の砂礫層がSD01に該当する。下の砂礫層には弥生中

期の土器も含まれていたが、庄内期の土器と共伴している。弥生土器はローリングを受けており、この

時期に流されてきて堆積したものと思われる。長越遺跡ではほとんど確認されていないので、北東方向

の微高地や西側微高地に弥生中期後半の集落が営まれていた可能性が考えられる。

　SD02は調査区中央西壁沿いで検出した溝である。弧状を呈し、砂礫層を埋土とする。調査区西側に

続いている。西壁沿いで16.4ｍを測る。西肩は全く検出されておらず、幅は不明である。深さは最大で0.45

ｍを測るが、全体的には0.2ｍ前後と浅い。時期は他と同じ庄内期である。

　SD03は調査区東側をSR01（SD01）と平行して流れる溝である。北側はSD04に切られている。切り

合い関係からは溝の中では最も古い溝となるが、出土遺物からは大きな時期差はなく、庄内期の溝であ

る。SD01と違って蛇行せず、直線的に延びている。調査区南端で自然消滅している。幅は北側の方が

広く最大で2.4ｍを測る。南側に行くほど狭くなり、南端では0.8ｍの幅になる。深さは0.3ｍ前後で、南

端は非常に浅くなる。長さは38.5ｍ調査している。

　SD04は調査区ほぼ中央に東西方向にある落ち込み状の溝である。一時期の旧河道からオーバーフロー

した部分であろうか。最大幅はSR01に切られている部分で6.2ｍを測る。調査区西壁まで続いており、

南西方向に延びている。南東方向にも流れた状況が看取され、北側から流れてきた水流が分岐した部分

であろうか。自然であろうと思われる。

　SD06はSD01上面で検出したもので、埋土は明黄褐シルト質極細砂で中世の須恵器も含まれている。

幅は不安定で0.35から0.7ｍと数値に幅がある。底面も凹凸が激しく高低差がある。洪水堆積であろうと

思われる。

竪穴住居跡

　SH01は調査区東壁沿いにあり、南西コーナー部のみ検出している。調査前の水田は段差があり、東

側は残存していなかった。南辺1.2ｍ、西辺3.1ｍ調査している。隅は僅かに丸みを有しているが明瞭で

はない。北側は残存が５㎝前後と浅く明らかでないが、SH02を切っているようである。壁は深いとこ

ろでも10㎝余りしか残存していない。壁溝は確認できなかった。南西隅から1.2ｍ内側でピットを１基

検出している。径0.3ｍで深さ0.1ｍを測る。位置的には４本柱の１基の可能性はある。埋土からは庄内

期の土器が出土しており、３点を図化した。甕口縁部１点と底部２点である。時期幅はあるが、底部３

は古相を示している。１も口縁部が端面を作らずつまみ出して尖らせている。今回調査したなかでは最

も古い住居跡である。

　SH02は壁沿いにある落込みであるが、直線に延びており壁も直に落ちていることから竪穴住居跡と

考えた。長さ5.3ｍを測り、SH01に切られている。深さは0.1ｍと残存度は悪い。土器小片が出土してい

るだけで、図化できなかった。

　SH03はSD03によって大きく削平されている。南西部のみ残存している隅円方形の住居跡である。南
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辺1.4ｍ、西辺3.2ｍ、深さ0.2ｍ残っている。壁溝はなく、壁も緩やかであることから壁体も旧河道など

で削られたものと思われる。南辺から２ｍ離れたところに３基のピットがあるが主柱穴かどうか不明で

ある。図化した土器は二重口縁壺の頸部だけである。

　SH04は、今回の調査で唯一全容がわかる住居跡である。隅円方形で西辺4.8ｍ、南辺4.5ｍ、東辺4.3ｍ、

北辺4.0ｍを測る。その中に隅円になるように壁溝を設けている。東辺は壁が全く残っておらず壁溝も

残っていないことから、僅かに東側に広がるかもしれない。4.8ｍ四方の方形プランに隅円になるよう

に壁溝を有していたものであろう。壁溝は幅0.2ｍ、深さ0.2〜0.3ｍを測る。壁は最も残っている部分で0.15

ｍだけである。ピットは12基検出している。主柱穴は４本と思われ、南西と北東の柱穴は切り合いが見

られ、建て替えが考えられる。主柱穴に囲まれた部分は焼土・炭を伴っている。北側に焼土が約0.3ｍ

かたまっており、その南側に炭が広がっている。その端部に径0.4ｍ、深さ0.25ｍのピットが存在し、も

う１基のピットと両方を囲むように三角形の土坑が築かれている。その埋土にも炭層が認められる。残

存状態は悪いが北側の焼土と南側の土坑は一体のものと思われる。東壁沿い中央と南壁沿い中央に土坑

が存在している。東側の土坑は南北0.5ｍ、東西0.3ｍの楕円形で0.4ｍの深さがある。土坑西側に礫が置

かれており、作業用の石材かと思われる。南側の土坑は方形で東西1.0ｍ、南北0.8ｍで３段になっている。

最下層は径0.55ｍの円形で、深さ0.6ｍを測る。壁溝を切っている。北壁沿いで完形に復原できた鉢が出

土しており、床面の土器である。この時期から庄内土器の新しい時期（長越Ⅲ期）と思われる。

　SH05は、SH04の南側に位置する方形住居跡で東西壁は残存していない。南北4.4ｍを測る。かろうじ

て床面が残っているだけで、残存状態は悪い。周壁も２〜３㎝しか残っていない。ピットは２基あり、

他にピットと思われる痕跡（埋土不明瞭）を３基検出している。そのため主柱穴を想定することは困難

である。埋土の痕跡から東壁を推定したが、明確ではない。出土遺物には庄内甕も含まれる。SH04と

同時期かさらに新しいかと思われる。

落ち込み

　３基あり、東壁沿いに２基、SH03に切られSD03肩部に１基確認している。他に北東部分にも落ち込

み状の自然地形は認められる。

　SX01はSH01南側にある不定形の落込みである。SX02を切っており、調査区東側に延びている。最大

幅2.0ｍで調査した長さ2.4ｍを測る。深さは0.1〜0.25ｍと浅い。

　SX02は東壁沿いのSX01の南側に存在する。やはり不定形の落ち込みで、東側に続いている。壁沿い

に3.2ｍを測り、東西方向は2.3ｍ調査している。深さは0.2ｍ前後と浅い。

　SX03はSH03に切られている長さ3.0ｍの落ち込みである。東側はSD03に切られている。最大幅0.5ｍ

だけしか残存していない。深さも0.15ｍと浅いが、底は平坦で竪穴住居跡の可能性もある。壁溝が確認

できない点が否定的な理由である。

土坑

　SK01は東壁沿いにあり、南北2.8ｍを調査している。東西は0.8ｍで東側に延びている。深さは0.1ｍと

非常に浅く、残存状態は悪い。
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２．本発掘調査その２（調査番号2003212）
　その１の調査で遺跡が広がっていることが明らかになったため、調査を実施した。調査方法等はその

１と同様である。遺構面は２面あり、にぶい黄橙極細砂〜粗砂層の上面と浅黄橙シルト層の下面で遺構

を検出している。両面の間には黒褐シルト層が堆積していた。その１の調査と同じく古墳時代初頭の遺

物が中心であるが、弥生中期後半の土器や石器も少数ながら出土している。また、包含層からは古墳時

代後期から奈良時代にかけての遺物も出土している。

　上面では落込み２基を検出している。

　SX04は北区で検出している。東半を水田の段差と現代の水路によって削平されている。南北2.5ｍで、

最大幅0.9ｍ、深さ0.2ｍを測る不定形である。庄内期の土器が出土しており、古墳時代初頭の遺構であ

ろう。

　SX05は不整形なL字形をする落ち込みで、内面には多くの土器とともに炭化物や礫も含まれている。

　南北最大4.6ｍあり、東西は2.6ｍを測る。溝状になっており、細片になっていたものの比較的多くの

土器が出土している。

　下面の遺構は溝１条である。北半は直線的に延び、途中から緩く弧を描いて調査区内を縦断している。

調査区南東隅近くで調査区外に続いている。幅0.4〜0.6ｍで深さ0.25〜0.4ｍを測り、全長38mを調査し

ている。断面形状は直線的な北側は逆台形に近く、弧状となる南側はU字形に近いとなっている。礫層

を掘り込んでいることなど掘削の状態から人工のものと思われるが、時期は確定しがたい。土器小片３

点が出土しているだけである。全体の出土土器から弥生時代中期から弥生時代末の間と思われるが、第

１面と大きく変わらない弥生時代後期であろうか。

図10　長越遺跡周辺空中写真（手柄山）
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Ⅳ　出　土　遺　物

（1）土器
　住居跡出土の土器は全体的に保存状態が悪く磨滅している。溝・落ち込み出土遺物も多くは残存状態

が悪く、溝砂層出土の一部のみやや保存状態が良い。

１．住居跡出土遺物
SH01出土遺物（1〜3）

　１は甕口縁部で、外面はにぶい黄橙でタタキからナデである。内面は灰白でナデでケズリは確認でき

ない。口縁部はヨコナデである。内湾する体部から強く外反し端部近くで薄くなり外傾する。端部は丸

く、粗砂多く含む。

　２は丸底に近い僅かな平底から内湾する体部の甕で内面には変化点はない。外面はハケ整形からナデ

で、内面はナデである。浅黄橙で粗砂含む。

　３は小さい壺底部で上げ底である。細かいタタキでラセン状になる。底面には２本の直線のヘラ記号

が記されている。内面はハケ整形からナデで灰白である。外面はにぶい黄橙〜橙で粗砂多く含む。

SH03出土遺物（4）

　４は二重口縁壺の頸部である。表面磨滅しているが胎土は砂粒含むものの精製されている。内湾する

張りぎみの肩部から外反する頸部になる。擬口縁部付近で割れており直立か外傾する口縁部につながる

ものと思われる。体部はナデで、口縁部はヨコナデである。浅黄橙〜橙を呈する。

SH04出土遺物（5〜15）

　５は前代の遺物で外傾し端部肥厚している。端面に４条の凹線がある。内面灰白で外面にぶい黄橙で

粗砂含む壺。

　６は口径の大きな二重口縁の変化点で剥離している。外傾し端部角張りぎみである。内面褐灰、外面

灰白で粗砂含む壺。

　７は緩やかに内湾する体部から直立する頸部になる壺。内面の稜線は鈍い。にぶい橙〜灰白で体部は

ハケ整形、頸部はヨコナデののちハケで調整する。

　８は底部再成形ながら丸底となった突出平底の壺でユビ成形からナデである。黄灰〜灰白で粗砂含む。

　９は僅かに上げ底となり外傾する体部になる甕。ナデののち外面はミガキで仕上げる。内面は黄灰、

外面は橙で粗砂含む。

　10は底部再成形の甕平底で体部内湾する。タタキから名で整形。内面は灰白、外面はにぶい黄橙で細

砂含む。

　11は鉢で突出平底から内湾する体部になり、短く外反する口縁部になる。端部は丸い。タタキからナ

デで、口縁部はヨコナデである。ラセン状の細かいタタキで底部再成形である。灰白で砂粒多く含む。

　12は浅めの高杯杯部で内湾し端部付近で外反する。端部は丸くハケ整形からナデている。灰白〜にぶ

い黄橙で細砂含む。

　13は壺で二重口縁と上半の破片である。外反し端部丸い。ヨコナデで、端面下部に竹管文をする。器

表剥離して明らかでないが、波状文でも装飾していたようである。



− 14 − − 15 −

　14は高杯筒部でナデ仕上げで内面褐灰、外面橙で粗砂含む。

　15は脚部で外側に開き屈曲して緩やかに延びる。杯部との接合はクシを刺している。内面はケズリで

にぶい橙、外面はナデ・ミガキでにぶい黄橙をしている。細砂含み焼成良好である。

SH05出土遺物（16〜20）

　16は内湾する体部から明瞭な稜線を持たない頸部になり、内湾ぎみに外傾する口縁部になる壺。端部

は尖る。灰白〜にぶい橙で細砂含む。

　17は壺で外反する口縁部で端部尖る。器表は浅黄橙で器肉は灰白である。粗砂多く含むがヨコナデの

のち、外面はミガキを施し丁寧な仕上げである。

　18は壺で外反する口縁部で端部角張る。ハケ整形ののち、ナデ・ヨコナデである。内面もハケ整形で

あろう。灰白で細砂含む。

　19はくの字で外傾する甕口縁部で端部尖りぎみである。磨滅著しい。褐灰〜灰白で粗砂含む。

　20は底部再整形の壺平底で器壁厚く、体部外傾する。底面には木葉痕が残る。タタキののちナデで、

内面は黄灰、外面は灰白で粗砂含む。

２．溝出土遺物
大溝（SR01）出土遺物

弥生土器（21〜48）

　前代の弥生時代の遺物である。中期後半のものが多く入っており、この時期の集落も同一域にあった

可能性が高い。26〜30は後期に下るものと思われる。

壺（21〜32）

　21は大形で、外反する長い頸部から口縁部になり、端部肥厚する。特に下方に大きくつまみ出してい

る。端部近くで角度を緩やかにしており、その上部はヨコナデで仕上げている。口縁部端面には径1.5

㎝の大きな竹管文が巡らされている。文様自体は浅い。全体に原体が粗いハケ整形で、内面上半はナデ

で仕上げており、ハケを消そうとしている。頸部には断面三角形の突帯が貼り付けられており、大きな

刻み目がなされている。内面は橙〜にぶい赤褐で、外面はにぶい橙で砂粒含んでいる。

　22は頸部の小片である。２条以上の突帯に棒状浮文が付加されている。貼り付け突帯は断面三角形で、

棒状浮文は厚みのないものである。灰白で極細砂含む。

　23は外反する頸部からそのまま外反し端部垂下する。端部欠いているが丸くつまみ出すように肥厚し

ている。肥厚した上部の内側に円形浮文を並べる。磨滅顕著で技法不明である。浅黄橙で極細砂含む。

　24は外反し端部肥厚するもので、端面に竹管文付きの円形浮文を接するように多数巡らしている。現

状では３個残り、３個の取れた痕跡が見られる。全体に密集して配置していた可能性が高い。にぶい黄

橙で金雲母多く含む。河内からの搬入品である。

　25は磨滅の著しい口縁部小片である。外反し端部は肥厚し、断面三角になる。端面に２条の凹線を持

つ。ヨコナデで、にぶい黄褐を呈し、黒雲母などの砂粒含む。河内からの搬入品である。

　26は外反する口縁部で端部は断面三角形で尖る。体部は内湾し内面はヘラケズリしている。外面はタ

タキをナデているものと思われる。口縁部はヨコナデで灰白を呈し、細砂多く含んでいる。

　27はやはり壺口縁部で強くヨコナデが施されている。湾曲する頸部から外傾し端部角張っている。強

いヨコナデによって器壁に凹凸が見られる。灰白で極細砂を多く含む。
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　28の口縁部は外反しているが、端部付近で指成形によって水平に曲げており、端部は角張っている。

端面中央は凹んでおり凹線状になっている。頸部に断面台形の指頭圧痕の付く突帯が回っている。外面

はユビ成形からハケ仕上げで、淡黄を呈している。

　29は頸部の短い口縁部で端部を水平に曲げている。ユビ成形によって曲げており、端部は角張る。体

部は外傾し外面は水平から左上がりのタタキ成形で、内面はヘラケズリである。頸部外面は縦方向のハ

ケ整形で、口縁部はヨコナデで仕上げる。極細砂を多く含み、灰白を呈している。

　30は二重口縁の上部を欠いている。内湾ぎみの体部から外反する口縁部になる。頸部内面の稜線は鋭

い。頸部にヘラ状工具によって大きな刻み目のような文様を付けた断面三角の突帯が付加されている。

ユビ成形後ナデ・ヨコナデで仕上げている。石英や赤色粒多く含み、内面灰白、外面淡橙をしている。

　31は底部の破片で磨滅著しい。平底から外傾し、砂粒多く含み灰白である。

　32は磨滅顕著な大形の底部である。平底から外反している。小石粒多く含み、にぶい黄橙をしている。

２次焼成を受けている。

甕（33〜43）

　33は端面に４条の凹線を有している。外傾する口縁部で端部内外に肥厚している。磨滅しているがヨ

コナデと思われる。器表は灰白〜浅黄で器肉は黄灰〜黒褐である。

　34は底径5.6㎝の平底から内傾する体部となる。長胴で体部上位に最大腹径があり14.6㎝と余り開かな

い。頸部径11.5㎝から口径12.6㎝と余り開かない。口縁部は折り曲げて形作っており、頸部内面には明

瞭な稜線は持たない。短く外反し端部は上方につまみ出す。内面はヘラケズリののち上半はハケ整形を

している。外面はハケ整形から下半のみヘラミガキで調整している。口縁部はヨコナデ、底面はナデで

仕上げている。底面と体部下２㎝くらいには煤は付着していない。底部に黒斑が認められる。表面磨滅

顕著で浅黄橙を呈し、部分的に橙である。チャートなどの細砂を少量含むが精良な胎土である。

　35は平底から長胴に湾曲し頸部の稜線を持って口縁部外傾するが端部は欠く。平底は中央がやや上

がっている。内面は黄灰でヘラケズリを施し、上部は縦方向のハケ整形で仕上げる。外面は灰白~灰黄

褐でハケ整形から下半はミガキで調整する。長石などの小石粒を含んでいる。

　36は上げ底から外反する。底部はユビ成形で底面ともにナデで仕上げている。外面は強いナデである。

灰白で砂粒含む。

　37も底部で上げ底になっている。体部は内湾ぎみに延びる。ユビ成形からナデで黒斑がある。明黄褐

〜にぶい黄橙で粗砂含む。

　38は上げ底から外反する。内面は浅黄橙、外面はにぶい橙である。ユビ成形からナデ仕上げ。

　39は上げ底から外反ぎみに開いている。ユビ成形からナデで外面はナデの痕跡が稜線になっている。

チャート・赤色粒・石英などの砂粒多く含む。灰白で焼成良好である。

　40は平底から僅かに外反する体部に続く。ユビ成形からナデ、外面はヘラミガキで仕上げる。灰白で

砂粒多く含む。底面に黒斑があり、ナデ調整である。

　41は底部で平底から内湾する。ユビ成形からナデで内面は板ナデ、外面は強いミガキで仕上げる。底面

全体に黒斑があり色調が変わっている。平坦でナデ仕上げである。内面は灰白、外面はにぶい橙で細砂含む。

　42は上げ底から内湾ぎみに開く体部になる。内面はヘラケズリからユビ成形をしている。底面はナデ、

外面はヘラミガキで仕上げている。灰白で一部暗灰である。黒斑がある丁寧な作りである。

　43は平底からやや内側に入ってから直立ぎみに外反する。器壁は薄めで底部端も厚くなっていない。
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ユビ成形から板ナデで底面も含めてナデ仕上げである。灰白で粗砂少量含む。底面に黒斑があり内面に

有機質付着している。

甑（44）

　焼成後に穿孔している底部である。平底から外反する体部になり、ナデ仕上げである。本来は壺の底

であるが穿孔しているので甑とした。内面はにぶい黄橙、外面は灰白で粗砂含む。表面磨滅している。

高杯（45〜47）

　45は木器模倣形高杯である。杯部は外傾し内側に内傾する突帯となる。口縁部は屈曲しながら水平ぎ

みに開き端部下方に大きくつまみ出す。端部丸く、端面に３条の凹線文を施す。その上に長い刺突文状

の刻み目を施し、さらに上に棒状浮文を加える。灰白〜灰黄で極細砂多く含む。

　46は口縁部の破片で外側に水平に開き端部上下に肥厚し刻み目を施している。中期の木器模倣形高杯

と思われる。口縁内側は残存していれば内湾しているものと思われる。細砂を含み、浅黄橙である。

台付き鉢

　47は形態では高杯であるが筒部の径が７㎝と大きいことから、台付き鉢とした。円板充填によって接

合している。筒部は僅かに外反している。灰白で極細砂多く含む。

器台（48）

　外反する裾部で、端部は角張り上側につまみ出している。強いヨコナデで仕上げ、端部上に小さい竹

管文を帯状に巡らせ、その上に２条の凹線文を施す。さらに上に竹管文帯を巡らせる。その上はヘラミ

ガキで仕上げている。残存部では２個の円孔があり、復原すると８個になろうか。にぶい黄橙をしてお

り、黒斑がある。

大溝上層出土遺物（49〜64）

　49は讃岐からの搬入品で直立する頸部から外反する壺。擬口縁部で割れている。ハケ整形からナデで仕

上げている。強いヨコナデで段が生じている。内面はにぶい褐で外面は灰褐を呈し金雲母・長石多く含む。

　50は球形の体部から短く直立してから緩やかに外傾する壺口縁部で端部は上方に大きくつまみ出して

いる。内面はユビ成形からヘラケズリ、外面はハケ整形でナデ調整を加える。頸部はユビ成形で指圧痕

多く認められる。口縁部は強いヨコナデで段状になっている。内面は黒化している。外面はにぶい黄橙、

内面はにぶい褐で砂粒含む。讃岐からの搬入品である。

　51は二重口縁壺で体部は緩やかに内湾し内面ユビ成形ののちヘラケズリを行っている。外面はナデ仕

上げかと思われるが磨滅している。かろうじて波状文と直線文が見られる。単位は不明で、直線文も１

帯か２帯か明確でない。頸部は大きく外反し突帯状の擬口縁部から反りぎみに外傾する。端部は角張り

ぎみである。口縁部は強いヨコナデで段状になっている部分もある。端部から内面上半には煤が付着し

ているが、煮沸によるものでなく炭素を吸着させたものかと思われる。頸部は折り曲げて作っており、

補強の粘土が接合面で剥がれている。浅黄橙を呈し赤色粒など砂粒多く含んでいる。

　52は壺で内湾する球形の体部で頸部内面の稜線は明瞭である。口縁部は外反ぎみに延びており、端部

肥厚しており丸くなっている。磨滅顕著で、にぶい黄橙〜にぶい黄褐をしている。粗砂を含んでいるも

のの、全体の仕上げは薄く丁寧である。口縁部はヨコナデ、体部内面はユビ成形の痕跡が残り粘土紐も

明瞭に見られる。外面は細かいハケ整形からナデ仕上げを行っている。直口壺である。

　53はやや肩の張る二重口縁壺である。内湾する体部は内外面ともハケ整形している。磨滅しているが、
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ナデ調整を加えたものと思われる。外反し稜線を持たない頸部から内湾ぎみに直立する口縁部に続く。

口唇面下部は僅かに垂下しており、端部は丸く納めている。ヨコナデで仕上げる。浅黄橙〜にぶい橙で

赤色粒などの粗砂多く含む。口径は14.0㎝と最大腹径28.4㎝と比べると小さめである。

　54は外反する壺口縁部で端部を欠く。水平に開く体部から直立する頸部である。にぶい黄橙で粗砂含

む。外面はハケ整形からナデ、内面はナデ、頸部外面はヨコナデである。

　55は内湾する体部から内傾する大き目の壺頸部で、外面に貼り付け突帯を巡らす。突帯上に工具によ

る押圧を施して装飾としている。内面は黄灰でハケ整形からナデ、外面は浅黄〜橙でナデ。

　56は甑底部で底面から内面に穿孔している。径5.8㎝の突出平底の中央に穿孔している。内外面・底

面ともにナデ仕上げである。浅黄橙で細砂含む。

　57は甕底部で、タタキから底部再成形で指頭圧痕が残る。内面はナデで底面には木葉痕がある。内面

浅黄橙で、外面にぶい黄橙で細砂含んでいる。

　58は尖り底の甑底部である。径1.2㎝と小さな平底中央に穿孔している。尖った急に延びる底部でタ

タキからナデである。灰白〜にぶい黄橙で粗砂含む。

　59は内傾する体部から大きく外傾する甕口縁部である。強いヨコナデにより器表は屈曲し端部は外側

に開くようにつまみ出している。内面は浅黄、外面はにぶい黄橙で細砂含んでいる。体部内面はケズリ、

口縁部内面がハケ整形である。

　60は内湾する体部から短く外反する甕頸部になり、突出してから反り気味に外傾し端部は外側につま

み出している。体部内面はヘラケズリ、外面は横方向のハケ整形である。頸部内面はヘラケズリによっ

て面になっている。口縁部はヨコナデ仕上げ。粗砂含み、にぶい橙である。山陰系の甕である、強いヨ

コナデが擬凹線状になっている。端部近くのみ煤付着している。

　61は細い水平から右上がりのタタキを施すやや長胴の甕である。尖り底から内湾する厚さ４㎜前後の

薄い体部になる。ユビ成形ののちヘラケズリを行い、頸部まで削っている。それによる稜線はあるが、

余り鋭くはない。口縁部は内湾ぎみに外反し途中で強いヨコナデによって屈曲している。端部は内面に

引き出されており、凹んでいる。外面下半は縦方向のハケ整形を行っている。播磨産の特徴を有してお

り、色調も灰白と白っぽく、胎土もチャートなどの砂粒を多く含んでいる。長胴に見えるが、器高と最

大腹径は大きく変わらない。最大腹径は中位よりやや上である。

　62は扁平な半球形の鉢体部で重心の低い丸底である。最大腹径22.4㎝は頸部径と同じである。頸部ま

で直立し緩やかな頸部から外傾する口縁部であろう。内面はユビ成形からナデ・板ナデで、外面はタタ

キからナデで部分的にミガキをしている。内面はにぶい黄橙、外面は明褐である。底面に大きな黒斑が

ある。小石粒を含み、２次焼成を受けている。

　63は中実の筒部から外傾し端部角張り端部は下方につまみ出している高杯。４方透孔で内面はくもの

巣状のハケでにぶい黄橙をしている。筒部外面は縦方向のハケが施され浅黄橙である。粗砂含み杯部底

は凹んでいる。

　64は器台上台部の破片である。二重口縁になり端部を欠いている。つまみ出す端部になろうかと思わ

れる。水平に開き突出して外反する。内面には有機質が付着している。内外面ともに細かい装飾を施し

ている。外面は褐灰で１帯の、外面は灰白で３帯の波状文である。

SD01出土遺物（65〜144）
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壺（65〜85）

　65は阿波産の口縁部で、直立する頸部から水平に近く開き、突出して短めに内傾する。端部は丸く、

外側に尖りぎみである。ユビ成形ののち強いヨコナデで仕上げており、口縁端面には３条の凹線文が施

されている。体部には緩やかに続くか。橙を呈し石英などの細砂含む。磨滅顕著。

　66は特殊な口縁部で、頸部から外反し突出し稜線を持って直立ぎみに外傾する。上方に大きくつまみ

上げるようにして端部を形成している。端部に凹線状の窪みが生じている。端部周辺と外面はヨコナデ

であるが、内面はヘラケズリである。ケズリによって段が出来ている。外面には等間隔に竹管文を施し

ているようで18個の竹管文と想定される。頸部はミガキがなされている。口唇部と内面は黒化しており、

器肉は黄灰、外面は浅黄橙で砂粒多く含む。

　67は讃岐産の搬入品の二重口縁である。直立する頸部から外反し突出してさらに外反する。端部は丸

く、内面には有機質が付着している。強いヨコナデで仕上げられ段になっている。外面はにぶい褐、内

面は灰褐で砂粒含む。

　68は内湾する体部から二重口縁になる。頸部はやや内傾し大きく外反し突出部を持ってさらに外反す

る。端部は角張る。口縁部は強いヨコナデで段になっている。体部内面はユビ成形からナデ仕上げでに

ぶい黄橙である。外面はハケ整形からナデで浅黄橙。

　69は二重口縁の口縁部を欠いている壺である。内湾する体部から直立し外傾しかかっている頸部にな

る。頸部の稜線は甘い。体部内面はユビ成形・ヘラケズリからハケ整形である。頸部上部にはハケ原体

の痕跡が文様のように付いている。細砂と小石粒を少量含み、内面は明褐灰、外面は浅黄橙である。

　70は磨滅が著しい。粘土紐痕が明瞭で内湾する体部から外反する口縁部に続く。端部は残存していな

い。２次焼成を受けており、外面は明赤褐、内面はにぶい黄褐で砂粒多く含む。

　71は外反する口縁部で端部は角張り肥厚している。橙で表面磨滅している。

　72は口縁端部を欠く小形の二重口縁壺である。緩やかに外反する頸部から直立ぎみに延びる。端面に

竹管文を持つ円形浮文を間隔を置いて付加している。砂粒多く含み、内面浅黄橙、外面にぶい黄橙。

　73は外反し突出してから外反する。端部付近でさらに開き端部丸い。突出部上に竹管文を施している。

外面は浅黄橙、内面は橙で砂粒多く含む。表面磨滅。

　74は磨滅が顕著である。赤色粒など含むが胎土は細かい。橙〜淡橙で、頸部外傾し変化して内湾ぎみ

に広がり、強く内湾し端部は丸い。ヨコナデで仕上げているが、内面はミガキの可能性が高い。

　75は頸部が直立し口縁部水平ぎみに広がり端部角張る。端部はやや下側につまみ出している。頸部と

口縁部の接点はなく図上復原である。ハケ整形からナデ・ヨコナデである。磨滅著しい。内面はにぶい

橙〜橙、外面は橙〜にぶい赤褐で、チャート・長石などの砂粒多く含む。

　76は二重口縁で端部を僅かに欠いている。内湾する体部から外反し少し水平に開き、さらに外反する。

ユビ成形からハケ整形そしてナデ・ヨコナデで仕上げる。ハケは粗く、変化点の稜線は甘い。内面はに

ぶい黄橙で、外面は橙である。

　77は二重口縁で直立ぎみに外反する頸部から水平に近く開き突出してから強く外反する。端部は丸い。

にぶい黄橙で砂粒僅かに含む。

　78は直立する頸部から外傾し変化して斜めに角度を変えて外傾する。端部は丸く、頸部内面には年度

紐が見られる。ヨコナデで、外面にぶい橙、内面灰白である。

　79は直立する頸部から水平に開き突帯状に斜め下方に張り出してから外傾する二重口縁である。ヨコ
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ナデで灰黄を呈している。

　80は水平に開き稜線を持って外反しており、端部は角張りぎみである。残存部が頸部につながりそう

なので壺としたが、高杯の可能性もある。内面は浅黄橙、外面はにぶい橙でヨコナデ仕上げ。

　81は直線的に広がる口縁部で端部は角張りぎみである。体部は鋭く屈曲し、頸部稜線を有する。内面

はユビ成形でナデ調整を加えている。ハケ整形ののち外面は縦方向、内面は横方向のヘラミガキで仕上

げている。にぶい黄橙で極細砂多く含む。讃岐の影響を受けた土器である。

　82は外反する口縁部で端部丸く、やや外側につまみ出す。頸部稜線は甘く外傾する体部に続く。内面

はヘラケズリからナデで、口縁部はユビ成形から強いナデで形作っている。ハケ原体を使ってヨコナデ

を施しているか。端部周辺は通常のヨコナデに見えるが頸部近くは抜いた状態が看取されハケ整形に見

える。極細砂多く含み、にぶい黄橙を呈する。

　83は外傾する口縁部を持ち端部は丸くやや肥厚する。体部は内径し口縁部が包み込むように接続して

いる。粘土紐の継ぎ目明瞭である。外面に刺突文が１個ある。竹管文のようであるが明確にドーナツ状

の円形が認められない。体部内面はハケ整形でにぶい橙である。他はヨコナデで灰白〜にぶい橙である。

　84は底部再成形で径３㎝の円板状の平底を付加している。底部中央は凹んでおり、緩やかに開いてい

る。ナデ仕上げである。内面は黒で外面は灰黄で砂粒含んでいる。

　85は大形の底部で再成形である。木葉痕が底面にあり、平底から内湾する体部になる。タタキ成形で底

部はユビ成形からナデ仕上げである。内面は板ナデでヘラミガキ状になっている。灰白〜浅黄橙で細砂含む。

　87は不安定な平底で、短径5.8㎝、長径7.3㎝の楕円形で僅かにわかる程度の平底である。ユビ成形か

らハケ整形しナデ仕上げである。内面はにぶい黄橙〜灰黄褐、外面は灰白〜橙で粗砂多く含む。

　88は大形の壺底部で磨滅している。粘土紐の継ぎ目が明瞭である。浅黄を呈し多くの砂粒を含んでい

る。内面は横方向のハケ整形からナデである。平底から内湾している。

　89は弥生中期の底部である。僅かに突出した平底から内湾している。縦方向のハケ整形と思われるが

磨滅している。底面はナデている。内面は浅黄橙、外面は灰白〜明黄褐で、石英・赤色粒などの細砂含む。

甕

　86は底部でタタキ底の平底から内湾する体部になる。タタキは格子状に施している。体部も粗いタタ

キで２方向あり、縦方向が目立っている。磨滅しており、黄橙〜にぶい黄橙を示し、砂粒多く含んでいる。

　90は大形の口径30.4㎝を測る二重口縁の甕である。磨滅顕著で技法鮮明ではないが、内面はケズリと思わ

れる。ナデで仕上げている。外面はハケ整形からナデで煤付着している。灰白〜灰黄で細砂多く含んでいる。

体部は内湾し、大きく屈曲する短い頸部は外傾する。強いヨコナデによって屈曲し内湾ぎみに開いている。

　91は内湾する体部がくの字になり外反する。端部は尖りぎみである。磨滅顕著であるが、外面はハケ

整形と思われ、ナデ調整している。口縁部はヨコナデである。浅黄橙〜にぶい橙で砂粒多く含む。

　92は上台部か壺口縁部と思われる。全体に外傾し端部は上方につまみ上げ端面になっている。外面の

方が強く屈曲している。ヨコナデで仕上げ、灰白で砂粒含む。

　93はくの字で内傾する体部外面は右上がりのタタキ成形で、内面はケズリである。折り曲げて口縁部

を作っており、ヨコナデで仕上げる。灰白で砂粒含む。

　94は内湾ぎみの体部から外反する口縁部となる。頸部稜線は明瞭で端部は角張りぎみに丸い。磨滅顕

著で、内面灰黄、外面にぶい黄橙をしている。極細砂多く含む。

　95は内傾する体部から外反し端部は尖りぎみになる。内面は横方向のヘラケズリであるが、頸部内面
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の稜は鋭くない。外面は水平なタタキから折り曲げハケ整形しており浅黄橙である。外面は灰白で口縁

部はヨコナデ。

　96はくの字甕で内湾する体部から外反する口縁部となり、端部反りぎみに丸い。内面はケズリで外面

はハケ整形で、口縁部はヨコナデである。内面はにぶい黄橙、外面は明褐灰で粗砂含む。

　97は内湾する体部で外面は水平方向のタタキで内面はナデである。頸部は短く大きく外反し端部丸い。

内外面ともハケ整形であるが、内面は斜め、外面は縦方向でヨコナデで仕上げている。特に端部近くは

強いヨコナデをしている。内面は浅黄橙、外面はにぶい橙である。

　98は庄内甕で内傾する体部は内面の明確な稜線を持って外傾する口縁部になる。外面は平行タタキが

施されナデている。内面はヘラケズリで頸部まで横方向に削っている。口縁端部は内側上方につまみ出

すようにヨコナデを行い、内面に変化点を有している。つまみ出して面になり凹線状になっている。灰

白で極細砂多く含む。

　99は庄内甕で、くの字で頸部まで内面はケズリをしているが、内面の稜線シャープでない。口縁部はハ

ケ整形からヨコナデを行い、端面になり内側につまみ出している。端面中央は窪んでいる。端面になりつ

まみ出しているが、内側に向かってのヨコナデの意識が強いように思われる。にぶい黄橙〜褐灰で細砂含む。

　100は口径が13.4㎝と大きめで外傾する部分も長い。端部は内外に肥厚している。内面は灰白〜橙で

多くの打痕がある。外面はにぶい橙〜橙である。

　101は水平方向の細かいタタキ成形である。内湾ぎみの体部で口縁部は外傾する。端部は丸く、やや

肥厚している。内面はハケ整形で、口縁部はヨコナデである。内面はにぶい黄橙〜にぶい黄褐、外面は

灰黄〜暗灰黄で砂粒含む。

　102は緩やかに延びる二重口縁部で端部丸い。頸部は短いであろうと思われる。ヨコナデで、橙〜に

ぶい橙をしている。細砂含む。

　103は内湾する体部でから外傾する口縁部で端部つまみ出しており丸い。頸部はユビ成形により、内面

に指圧痕残る。内外面ともにハケ整形で、口縁部はヨコナデである。外面に黒斑があり、灰黄で極細砂含む。

　104は吉備からの搬入品で外傾する体部から外反し短く直立する。端面には６条の擬凹線が巡る。体部

内面はヘラケズリであるが、頸部までは施していない。それ以外はヨコナデである。明赤褐で極細砂含む。

　105は頸部短く外反し、さらに突出して稜を持って外反する。端部付近で急になり端部丸い。にぶい

黄橙〜灰白で、強いヨコナデで仕上げる。

　106は口径12.6㎝、底径4.2㎝で口縁部が大きく開き、器高9.3㎝と低い。磨滅顕著であるが、内面は下

半が縦方向の、頸部までが横方向のヘラケズリである。口縁部は短くヨコナデである。被熱しており、

内外に煤付着している。橙で砂粒多く含んでいる。

　107は底径10㎝と大形の底部で鉢かもしれない。弥生中期であろう。上げ底で外湾する。ユビ成形か

らナデている。灰白で外面は一部にぶい橙で、砂粒含む。

底部

　108は底部で磨滅著しい。ナデ仕上げで平底から外反する。灰白で極細砂多く含む。

　109は突出平底から内湾しており、厚めである。外面は右上がりのラセン状タタキで内面はくもの巣

状ハケであるが工具痕が強く残っている。内面は灰〜灰白、外面はにぶい橙である。

　110は突出平底から内湾する。外面は灰白〜褐灰でタタキをナデている。内面はにぶい黄橙で工具痕

が多く残っている。
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　111は径11㎝と大きめの平底で周囲が高くなり接地している。体部は内湾している。内面はハケ整形か

らナデている。化粧土を塗布しており、器表は赤褐〜明赤褐で器肉はにぶい黄橙で赤色粒など細砂含む。

　112は底部だけである。丸底で、外面タタキからハケ後ナデ仕上げである。内面はハケ整形で、外面

には煤付着している。底部中央からずれて煤痕跡がある。極細砂少量含み、内面は浅黄橙、外面はにぶ

い黄橙〜黒褐をしている。

　113は上げ底から内湾する体部になり、外面にはタタキは認められない。ユビ成形から強いナデで整

形している。灰白で、底面もナデ調整。

　114は上げ底で端部は尖っている。内湾する体部でタタキからユビ成形によって底部を作っている。

外面はハケ整形、内面は工具痕が残っている。外面は橙〜褐灰で内面は黒で焼成良好で粗砂含む。

　115は径２㎝と僅かに残る小さな平底でタタキ底である。外面はタタキで橙〜赤黒、内面はユビ成形

でにぶい黄橙を呈する。赤色粒・長石などの砂粒多く含み、断面はサンドイッチ状になっている。

　116は底部で小さな平底から緩やかに内湾する。底面はナデ仕上げである。内面はハケ整形で、底面

近くはくもの巣状ハケになっている。工具痕が残っている。外面は強い板ナデで面取りを意識している

かのようである。砂粒は余り動いておらず強いヘラミガキとも言える。にぶい橙で、器壁と外面の一部

は橙である。

　117は径２㎝の小さな平底から内湾する体部。ユビ成形後、内面はナデ、外面は縦方向のヘラミガキ

である。内面に黒斑がある。にぶい黄橙で細砂含む。

　118は底部で上げ底になっている。底部再成形で底面はナデている。内湾する体部になり、外面はタ

タキでナデ調整を加える。内面は板ナデである。灰白で砂粒含む。

鉢

　119は焼成後に中央に穿孔した可能性のある平底から内湾する体部に続く。底はやや上げ底になって

いる。底部はユビ成形ののちナデ仕上げである。体部外面はタタキからハケ整形をしナデ・ミガキで仕

上げており、橙をしている。内面はハケ整形からナデ調整でにぶい黄橙。口縁部は外傾し端部丸い。口

縁部中央が膨らんでいる。ハケ整形後ヨコナデである。

　120は内湾する小形鉢で半球形の丸底である。端部は丸く納めている。内面は細かいハケ整形で小形

のためか工具痕が付いている。にぶい黄橙〜灰白で粗砂・細砂含んでいる。

甑

　121は甑把手である。水平に開き端部付近で外反し端部を尖らす。ユビ成形ののちナデ整形・ナデ仕

上げを行っている。にぶい橙で砂粒多く含む。

　122は甑底部である。上げ底から外傾している。焼成前に中央を穿孔しており、工具痕が残る。外面

は水平タタキで内面はくもの巣状ハケである。灰白で極細砂を含む。

　123は尖りぎみの丸底中央を焼成前に穿孔した甑底部である。内湾している。灰白で極細砂多く含む。

ハケ整形かと思われるが磨滅している。底近くに黒斑が認められる。

　124はユビ成形によって平底ふうに変化させた丸底で中央に穿孔している。内面は灰黄、外面は灰白

をしており細砂多く含む。底部近くは粘土の継ぎ目明確である。

　125は尖り底の先端に１㎝の円孔を開けている。体部は内湾する。外面はタタキからナデで内面は工

具状痕跡が残るナデである。灰白を呈する。

高杯
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　126は水平に近く外傾してから外反する杯部で端部は角張る。ヨコナデから横方向のヘラミガキを施し

ている。端面には凹線状の窪みが出来ている。浅黄橙でチャートなどの極細砂多く含み、焼成良好である。

　127は椀形高杯であるが、裾部は大きく発達していない。半球形の内湾する杯部で端部は尖りぎみで

ある。裾部は外傾し中空である。絞り目が残り円形の４方透孔がある。ユビ成形から内面は板ナデで整

形し端部はナデている。外面ならびに杯部はヘラミガキで仕上げている。浅黄橙で砂粒少量含む。

　128は器壁の厚い中空の高杯である。筒部はやや広がり、裾は水平に近く開くようである。杯部は外

傾してから突帯を持って直立し、内面に稜線を作って外傾する。筒部内面には絞り目が残り、裾部内面

には工具痕が見られる。外面はハケ整形からナデである。杯部内外面と筒部外面にはヘラミガキが施さ

れている。灰白で砂粒少量含む。

　129は中実の筒部で外側に広がる脚部となる。残存部端に円形の透孔が残り、３方透孔であろう。杯

部は深めで直線的に延び屈曲して僅かに外反する。杯部内面底は調整不十分である。粗いハケで整形し、

ナデ・ミガキで仕上げる。浅黄橙で細砂含む。

　130は小片で復原径は不確かである。外傾してから外反する口縁部で端部丸い。口縁部の上半が短く

時期の古いものであろうか。ヨコナデで灰白、砂粒をわずかに含む。

　131は２次焼成を受けた低脚の高杯である。杯部は水平に近い内湾で筒部短く外反し変化して裾部に

続く。内部には刺突の痕跡があり、小形精製時である。器形的には小形精製時であるが、極細砂多く含

む。浅黄橙で磨滅している。

　132は緩やかに湾曲する裾部で下方は裾広がりになっており、端部丸い。磨滅顕著で内面橙、外面に

ぶい橙を呈し、チャート・長石などの細砂多く含む。

器台

　133は内湾する下台部で４方透孔である。黄灰で細砂含む。磨滅顕著。

　134は鼓形器台の中央部である。上下台ともに直線的に開き、上台には突帯を有する。ヨコナデで、

内面は不明である。淡黄で極細砂含む。

　138は筒部の破片であるが、接合部内面に刺突が見られる。高杯脚部であろう。灰白で細砂含む。

　143も筒部の破片である。ナデと思われるが大きく磨滅している。灰白で極細砂含む。

製塩土器

　135は脚台端部を欠く。外傾する脚台でユビ成形からナデている。体部は内湾し外面はタタキで黄灰、

内面は板ナデでにぶい黄橙である。

　136は器高のある脚台である。底径3.2㎝と小さめで、脚台の高さは1.6㎝ある。外傾し端部尖りぎみで、

体部は内湾する。橙で細砂多く含む。

　137は脚台が低いタイプで内湾し端部丸い。体部は外傾しており、底部下が窪んでいる。ユビ成形か

らナデている。灰赤で被熱している。断面は黒褐を呈する。

　139は太めで短く外傾する脚台でユビ成形で作っている。体部は内湾するであろう。ユビ成形ののち

ナデている。橙で極細砂多く含む。

　140は外反する脚台部で端部反りぎみで丸い。体部は内湾する。ユビ成形からナデで仕上げる。橙で

砂粒多く含む。

　141は外反し端部丸くなる。ユビ成形からナデており、極細砂多く含み、にぶい橙である。

　142は器高の低い脚台部で強く焼けている。ユビ成形からナデである。内面は赤黒、外面は橙、器肉
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と内面の一部は赤黒〜黒褐である。

　144は脚台Ⅲ式の脚台で外反し端部丸い。体部は外傾しかかっているが残存部がほとんどない。ユビ

成形からナデている。粘土の継ぎ目明瞭である。橙〜淡橙を呈している。被熱している。

SD02出土土器（145〜168）

　25点図化しているが、１点須恵器を含んでいる。そのことから、埋没時期は６世紀になるものとなる。

壺

　145は外傾する口縁部で大きく上下に肥厚することで二重口縁状になっている。端面は平坦でなく凸

面になっている。内外面ともに細かい波状文を施している。外面は全面か上下２段に飾っている。内面

にも端部近くに３条以上に波状文が見られる。内面は灰白、外面は浅黄橙〜にぶい褐で細砂含む。

　146は二重口縁であろう。外傾してから外反している。細かい波状文を施文してから２個１対かと思

われる竹管文をその上に施している。外面は灰白、内面は褐灰である。

　147･148は讃岐からの搬入品である。148は内湾ぎみで突出した擬口縁部になり、内傾する。端部は角

張りぎみである。浅黄橙〜橙で粗砂含む。ヨコナデで仕上げる。147は大きく外反する口縁部で端部が

僅かに肥厚している。頸部は縦方向のハケ整形でヨコナデである。端部下は強いヨコナデのため凹線状

に凹んでいる。にぶい赤褐〜明赤褐で粗砂含む。

　149は二重口縁壺である。頸部は外反し外傾してから直立し端部は尖っている。頸部内面の稜線はない。

内外ともハケ整形からナデ調整している。外面は縦方向、内面は横方向のハケである。頸部外面は縦方向

のヘラミガキで仕上げている。同様に口縁部下部もヘラミガキであるが横方向である。口縁部はヨコナデ

で外面にはクシ描きで文様を描いている。緩やかなU字状の３条のもので３ヶ所しかない。波状文のよう

にはなっていない。対面にもしくは90度ごとに存在したかもしれない。灰黄〜灰白で砂粒多く含む。

　150は扁平な球形の体部を持つ壺である。ユビ成形からナデ整形しており、外面は粗い横方向のヘラ

ミガキで仕上げている。口縁部は外傾し端部を上方につまみ上げている。ヨコナデ仕上げ。長石・石英・

赤色粒などの砂粒多く含んでいる。浅黄橙を呈している。

　151は体部の小片で器台の破片かもしれない。小片なので器種は決めかねる。竹管文を３列以上施し

ている。胎土は精製されており、灰白である。

　152は肩部分で竹管文を２段以上施している。残存部で上に２個、下に４個見られる。僅かに内湾し

砂粒多く含む。にぶい橙で器肉は灰白である。

　153は外反する口縁部で端部丸く、やや下方につまみ出す。ハケ整形ののちナデ・ミガキである。口

縁部はヨコナデ。浅黄で極細砂を含む。

　154は外傾し突出し変化して外反する。稜線は緩やかで端部は丸くヨコナデである。磨滅しているが

外面はミガキの可能性が高い。にぶい黄橙で粗砂含む。

　155は肩の張る球形の体部から外反する頸部になる。頸部の稜線はなく器壁は厚めである。内面はユ

ビ成形からナデ、外面はタタキからナデ・ミガキである。頸部に竹管文が施されている。残存度が悪い

ので断定できないが、２個１対かと思われ4方向に施文するか。浅黄橙で焼成は良好、極細砂多く含む。

最大腹径21.8㎝を測る。体部中位より上に最大腹径があるものと想像される。

　156はやや扁平な球形の体部を持つ。僅かに底は尖っている。底の器壁はやや厚く黒斑が認められる。

粘土紐の継ぎ目が内面に見られる。外面灰白、内面褐灰で極細砂を含む。長頸壺か直口壺になるか。

小形丸底壺
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　157は外面ハケ整形からナデで浅黄橙、内面ナデでにぶい黄橙である。表面磨滅顕著で極細砂多く含む。

口縁部はヨコナデである。半球形の体部から短く外傾し端部尖る。

鉢

　158は不安定な平底から内湾する器高の高い鉢である。口縁部は短く外傾し端部は肥厚する。外面は

ハケ整形からヘラミガキ、内面はヘラケズリからナデである。口縁部はヨコナデ。チャートなどの砂粒

含み、浅黄橙である。

甕

　甕は３点で、変化はあるもののともに庄内甕の範疇に入ろう。159は強く焼けている。内湾する体部

は内面横方向のヘラケズリ、外面水平方向のタタキである。口縁部は外傾し端部は尖らせている。部分

的に端部は内側につまみ出しており端面になる庄内甕の特徴を有する。ヘラケズリは頸部下で止めてい

る。内面にはハケが見られヨコナデで仕上げている。灰白〜浅黄橙で極細砂を含む。

　160はくの字で内面尾稜線シャープである。内面稜線までケズリをしている。外面はハケ整形で口縁

部はヨコナデである。端部はつまみ出すように内外に肥厚させ端面に凹線となっている。内面は灰白、

外面はにぶい黄橙で細砂を含む。

　161は口縁部が内湾ぎみとなり端部丸い。内面は浅黄橙、外面は灰白で粗砂含む。ハケ整形ののちヨ

コナデである。

高杯

　162は２次焼成を受けた杯部で内湾し変化して外反し開く。端部は残存していない。外面はにぶい橙

で縦方向のハケ整形で、内面はにぶい黄橙でヘラミガキが見られる。

器台

　163は上台部で内湾し端部角張る。磨滅しており、にぶい黄橙〜灰白をしている。

　164は上台の深い器台で筒部は高杯に似る。外傾する裾部に続くが端部まで残っていない。変化点付

近に穿孔があり三方透孔であろう。上台は直線的に開き、口縁部部はつまみ出して端面となり２条の凹

線が認められる。灰白で砂粒含む。

　165は外傾して稜線を持ってからさらに外傾する上台部と考えられる。上台部に円形透孔があるもの

で４方であろうか。口縁部端面に斜格子のある鋸歯文が施されている。ハケ整形からナデ、口縁部はヨ

コナデ。にぶい黄橙で極細砂多く含む。

　166は中実の筒部は外傾し裾部は緩やかに外傾する。端部付近で水平になり、端部は丸い。筒部内面

に刺突痕があり、絞り目が見られる。外面はヘラミガキで仕上げる。上台部は内湾し端部内外に肥厚す

る。そこに円板状の補填部があったが欠いている。化粧土を塗布しており、橙をしている。それ以外は

灰白で砂粒多く含む。

　167は器台口縁部で上台の破片である。水平に近く開き端部は内外に肥厚し断面三角になっている。

端面は中央が凹んでおり、そこに鋸歯文を施す。左上から右下に向かって斜め方向に３か４条の直線を

入れている。浅黄橙〜橙で細砂含む。ヨコナデである。

須恵器

　168は須恵器甕口縁部である。外反し端部近くでつまみ出し屈曲している。端面としようとするが中

央が大きく凹み下方が突帯状になっている。ロクロナデで頸部にも低い３条の突帯がある。内面は灰、

外面は黄灰で胎土良好である。
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SD03出土土器（169〜172）

　４点図化している。須恵器を含んでおり、埋没時は新しい遺構となる。須恵器は甕口縁部（172）で

外反し端部は内外に肥厚する。ロクロナデで黄灰〜灰白を呈する。

　壺169は搬入品であろう。口唇部に近い外面は赤色顔料を塗布している。外反する口縁部で外面に突

帯は貼り大きな斜め方向の刻み目を入れる。端部の一部を欠くが内側は生きていると思っている。突帯

の上部に２個の痕跡があり円形浮文が外れた痕跡かと思われる。内面は褐灰、外面下半は赤灰、上半は

橙〜赤を呈し、粗砂含む。

　170は高杯筒部で大形である。ユビ成形からナデで、内面には絞り目が残る。直線的に開く脚部で杯

部は内湾する。灰白で粗砂含む。

　171は製塩土器で脚台Ⅲ式で磨滅している。内面は浅黄橙、外面はにぶい黄橙で粗砂含む。体部は内

湾し脚台は反りぎみに開き端部丸い。

SD04出土土器（173〜186）

　弥生土器も含まれている。

壺

　173は外反し大きく突出して丸くなり短く直立ぎみに外反する。端部は丸いが厚めで角張りぎみ。に

ぶい黄橙で細砂を含む。強いヨコナデで阿波産であろうか。

　174は外傾して擬口縁部となり外反気味に開き端部角張る。橙〜にぶい橙で細砂僅かに含むが緻密な

胎土である。ヨコナデののち横方向のヘラミガキで丁寧に仕上げている。

　175は外反する口縁部で端部はつまみ出すように丸く肥厚している。端部下が沈線状に凹んでいる。

内面は横方向の外面は縦方向のハケ整形で頸部近くと端部はヨコナデである。内面はにぶい黄橙、外面

は浅黄で細砂を含んでいる。

　176は部分的に屈曲するものの外傾しており、端部丸くやや反っている。内面は横方向のハケ整形で

ヨコナデをしたのち丁寧なヘラミガキで仕上げている。にぶい赤褐で金雲母などの細砂含む。胎土・色

調から讃岐産である。

　178はやや大きめの底部でドーナツ底から内湾する体部になる。緩やかに上がっている。タタキから

底部再成形で強いナデである。内面は板ナデで、褐灰〜明黄褐を呈し粗砂含んでいる。底面を中心に黒

斑がある。

　179はドーナツ状の平底から外傾する大きめの底部である。タタキ成形から底部再成形している。ナデ

で調整している。内面は有機質が付着している。そのため内面は黒で外面はにぶい橙〜褐灰で粗砂含む。

甕

　177は僅かに内湾する口縁部で、強いヨコナデで端部は内側に大きくつまみ出している。上に端面が

出来ており凹線になっている。体部は強く曲げられており突出するように内面は丸く出ている。体部は

頸部までケズリで、口縁部内面は横方向のハケ整形で、端部近くと外面はヨコナデである。細砂を含み

灰白〜にぶい黄橙を呈している。

　180は中央が僅かに上がる平底から開く底部である。タタキののち底部を作っており底面はナデてい

る。内面もナデと思われるが磨滅している。内面は灰黄、外面はにぶい黄橙で粗砂含む。緩やかに開い

ていることと底面を丁寧にナデていることから壺の可能性もある。

　181は讃岐からの搬入品の底部と思われる。不安定な小さな底から外傾する。内面は工具痕が残って
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SK01出土遺物（191〜197）

　壺４点（191〜194）、甕２点（195・196）、脚台１点（197）の７点を図化している。

　191は外反する口縁部で端部付近で外傾する。擬口縁でなく、粘土を折り曲げるか貼り合わせて突出

部を作っている。ヨコナデで端部は丸い。端面下端近くに竹管文を間隔を開けて施文している。その上

に上部まで細かい波状文を施しているが大半は磨滅している。浅黄橙〜明黄褐で細砂含む。

　192は端部が大きく肥厚する口縁部で外反するが水平ぎみに開いている。端面には２条の凹線があり、

１㎝余りの大きな竹管文を巡らせている。灰白〜灰で２次焼成を受けている。器台かもしれない。

　193は外反する口縁部で端部は肥厚する。ヨコナデで、特に下方につまみ出している。端面に波状文

が見られる。浅黄橙で細砂含む。

３．その他の遺構出土遺物

いる。ナデののち外面は横方向のミガキで仕上げる。橙で細砂含む

　182は平底からがいきえしている。少し突出している。タタキからナデ整形であるが、内面には工具

痕が残っている。底面に小さな黒斑がある。内面は浅黄橙、外面は灰白〜にぶい橙で細砂含む。

鉢

　183は内湾する体部で口縁部はさらに内湾し丸く納める。粘土紐痕よく残っており外面は粗雑なナデ整形

であるが、内面はやや丁寧で平滑にし粘土紐痕は看取できない。脚台が付いており、その接合はユビ成形

によっている。指圧痕が明瞭で、黒斑がある。内面はにぶい橙で、外面はにぶい橙〜褐灰である。細砂含む。

　185は脚台部で内湾する体部に外反する低い脚台が付く。内面には工具の痕跡が付いている。ユビ成

形からナデ仕上げ。浅黄橙〜橙で細砂含む。低脚杯とした方がよいかもしれない。

高杯

　184は椀形の高杯で磨滅顕著である。ナデ整形ののち少なくとも内面はミガキを加えている。脚部は

外傾し強いナデの痕跡が残っている。絞り目状にラセン形にナデている。橙で砂粒多く含む。

特殊土器

　186は特殊な土器である。体部を大きく三角に窓を切った甕としておく。内湾する体部に短く外反す

る口縁部になる。端部は丸くハケ整形である。にぶい黄橙〜灰黄褐で細砂含む。もしくは横に口を有す

る鉢となる。

SD06出土遺物（187〜190）

　187は長めの壺口縁部で外傾し端部近くで僅かに反る。端部は丸く端部近くで薄くなることによって

肥厚ぎみとなる。頸部は湾曲し稜線は持たない。体部内面はケズリで他派ヨコナデである。細砂含み、

内面にぶい黄橙、外面灰白である。

　188は庄内甕で大和からの搬入品かもしれない。僅かに外反する口縁部で、端部は上方につまみあげ

ている。端面は凹線になる。外面は煤付着し黒で内面は灰黄褐を呈する。粗砂含み、ヨコナデである。

　189はやや屈曲するが外傾し端部尖っている高杯杯部はほぼ完形である。ハケ整形からヨコナデし、

外面は縦方向のヘラミガキで仕上げている。内面に粘土紐痕が見られるが丁寧な作りである。外面は接

合部で段が出来ており低い突帯状になっている。橙〜浅黄橙で細砂含む。

　190は脚台部で台付鉢になろうか。内湾する体部に外反する脚台が付く。ユビ成形で脚台作り、体部

はミガキで丁寧に仕上げる。黒斑がある。内面は灰黄褐、外面はにぶい黄橙で細砂含む。
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　194は壺底部で原底から内湾ぎみに延びる。灰白でナデで仕上げている。

　195は山陰系の口縁部である。外傾し大きく突出して外反する。端部は尖っておりヨコナデである。

浅黄橙〜灰白で、部分的に黒褐になっている。チャート・長石など砂粒多く含む。地元の胎土か。

　196は上げ底の底部から外傾する。ナデ整形で、細砂含む。底端部付近がドーナツ状に平たくなって

いる。内面はにぶい黄橙で、外面は浅黄橙である。

　197は脚台部で短く外傾し、端部尖りぎみであるが接地面広い。粘土を絞るように仕上げており、内

面に工具痕が明瞭に残っている。ナデ整形で体部は内湾する。灰白で細砂多く含む。脚台が低く鉢であ

ろうか。

SX01出土遺物（198〜204）

　198は壺口縁部で灰白を呈しチャート・赤色粒の細砂を含む。水平に近く広がり、変化して外傾する。

端面には細かい山形に近い波状文が施されている。端面のみヨコナデで、下はナデである。

　199は二重口縁壺でヨコナデで仕上げている。外反し突出してから強く外反する。端部は丸い。にぶ

い黄橙〜浅黄橙で細砂含む。

　200も二重口縁壺で直立する頸部から外反し突出部を持ってさらに外反し端部尖る。端部は水平になっ

ており僅かに下がっている。ヨコナデで橙〜褐灰を呈し細砂含む。

　201は内湾する体部から外反する壺頸部になる。頸部の径は大きく、稜線はない。体部内面はヘラケ

ズリでにぶい黄橙、頸部内面には絞り目が残る。体部外面はハケ整形からナデ仕上げで浅黄橙〜にぶい

橙である。頸部外面はヨコナデ。細砂含む。

　202は庄内甕で内湾ぎみの体部から外傾する口縁部で端部は内側上方につまみ上げている。外面は右

上がりのタタキ、内面は頸部までヘラケズリである。稜線は余り鋭くない。浅黄橙で粗砂割と多く含む。

　203は球形の体部に僅かに内湾する外傾する口縁部が付く甕。端部は尖りぎみで内側に反っている。

内面はヘラケズリ、外面はタタキからハケ整形、口縁部はヨコナデ。にぶい黄橙〜浅黄橙で石英・長石

などの粗砂含む。頸部稜線までヘラケズリは及んでいない。

　204は甕底部で、底面中央がやや凹んでいる平底から外傾する体部に続く。底径3.4㎝と小さめの底部

である。タタキで、内面はユビ成形後底面も含めてナデ仕上げである。内面は黒、外面は橙〜褐灰で細

砂少量含む。

SX02出土遺物（205）

　205は脚台Ⅲ式の製塩土器脚台部である。短く外反し端部丸く厚めである。ユビ成形からナデている。

石英などの砂粒少量含み、内面は赤、外面は赤橙をしている。

SX03出土遺物（206〜232）

壺

　206は端部を欠く二重口縁壺で外傾している。突出部は大きい。ハケ整形からヘラミガキを施す。ヨ

コナデは外面に見られる。極細砂多く含み、内面灰黄褐、外面にぶい橙を呈する。

　207は内湾する体部から外反する口縁部になる。端部は丸い。口縁部はヨコナデ。内面には粘土紐継

ぎ目看取される。外面はナデ仕上げ。灰白〜にぶい橙で細砂含む。

　208は不安定な小さな平底を持つ湾曲する底部である。底面には黒斑がある。内面はヘラケズリで灰

黄を呈する。外面は灰黄でハケ整形。底部はタタキ底で細砂含む。

　209は突出平底の底部で外面はタタキ、内面はハケ整形。灰黄で極細砂多く含む。
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甕

　210は内湾する体部から外反する口縁部になる。磨滅著しいが、外面はタタキかと思われる。内面に

ぶい橙、外面橙で粗砂含む。

　211は内傾する体部から外反し端部丸い。内面はにぶい黄橙でヘラケズリであるが頸部稜線は甘い。

外面はにぶい橙で磨滅している。口縁部はヨコナデである。粗砂含む。

　212はくの字で内面の稜線は鋭い。体部・口縁部とも直線的である。端部は内側につまみ出している。

内面は淡黄でヘラケズリ、外面は灰黄でタタキ。極細砂多く含み、口縁部はヨコナデ。

　213は口縁部の破片で薄く作られている。外反し端部を上方につまみ出しており丸い。端面になり凹

線状に窪んでいる。ヨコナデで煤付着している。灰白〜黄灰を呈し極細砂含む。

　214は器壁の薄い口縁部で外反し端部上方につまみ上げている。端面になっているが、凹線はない。

ヨコナデで内面はヘラケズリである。灰黄で極細砂含む。搬入品と思われる。

　215は内傾する体部内面はヘラケズリで灰白である。外面はにぶい黄橙で煤付着している。口縁部は

外傾し端部は上方につまみ上げている。ヨコナデで端面になっている。極細砂多く含む。

　216は内湾する体部から外傾する口縁部で端部は上下につまみ出されている。端面になっているが、凹

線は認められない。頸部内面の稜線は余り鋭くないが、ヘラケズリは頸部まで及んでいる。ユビ成形のの

ちのケズリであるが、強くは行っていない。粘土紐の継ぎ目が明瞭に残っている。外面は併行タタキで上

半のみ縦方向のハケで整形している。口縁部はヨコナデで砂粒多く含む。内面は灰黄、外面は黒褐である。

　217は内湾する体部からくの字になり外反する口縁部である。端部は肥厚し丸い。内面はケズリで頸部

まで及んでいる。外面はハケ整形から肩部に４条の波状文が施されている。灰白〜にぶい黄橙で砂粒含む。

　218は甕底部で中央が窪んだ突出平底から内湾する。右上がりのタタキで上部は縦方向のハケ整形で

ある。分割成形部分で調整を変えている。外面は橙で一部に煤付着している。極細砂多く含んでいる。

内面はハケ整形で黒褐をしている。

　219は径1.8㎝の小さな平底から内湾する体部に続く。内面は灰褐でヘラケズリからナデている。外面

は浅黄橙〜橙でハケ整形である。被熱しており変色し煤付着している。粗砂多く含む。

　220は突出平底で底径4.6㎝、残存高3.3㎝を測る。体部は外反ぎみに広がリ、内面は褐灰でヘラケズリ、

外面はにぶい黄橙でハケ整形である。底面には木葉痕がみられる。

鉢

　221は内湾する体部から短く内湾ぎみに広がる口縁部で端部丸い。口縁部を折り曲げて形成している。

頸部内面の稜線は口縁部の強いヨコナデによってシャープである。内面は灰黄褐でハケ整形（横方向→縦

方向）からヘラミガキをしている。外面は浅黄橙で水平から右上がりのタタキをハケ整形している。部分

的にナデ仕上げを行う。長石・赤色粒の粗砂多く含む。片口になるかもしれない。体部に大きな黒斑がある。

　222は分割成形の鉢で尖りぎみの丸底から内湾する体部になり、端部丸い。全体的に半球形である。

外面はタタキからナデ、そして縦方向のハケである。内面はハケ整形からナデである。にぶい黄橙〜橙

で粗砂含む。

　223は底部再成形の大きめの平底でタタキ底からナデ仕上げ。球形の体部に続く。外面はタタキ、内面

はナデである。にぶい黄橙で部分的に褐になっている。器肉が薄く器形的に鉢としたが甕の可能性もある。

甑

　224は底径2.1㎝と小さい不安定な平底で中央に穿孔がある。外面はにぶい黄橙でタタキから底部付近
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はナデている。タタキ原体側面を使用したかと思われる。内面は浅黄橙でハケ整形である。底部が小さ

いことからハケ原体の痕跡が残っている。

　225は木葉痕の残る平底中央に焼成前に径６㎜の孔を開けている。突出平底から僅かに内湾する体部

になる。外面はタタキからナデと思われるが磨滅顕著である。内面もナデで、灰白で砂粒多く含む。

高杯

　226は中実の筒部を持つ裾部である。直立する筒部から直線的に開く裾部になる。端部は角張っている。

裾部は低く内面はにぶい黄橙でハケ整形である。外面はハケ整形からヘラミガキを施し、にぶい橙を呈

している。２次焼成を受けている、透孔は４方である。

　227は器高の低い椀形高杯であるが、精製品ではなくやや歪である。裾広がりで僅かに内湾している。

端部は尖りぎみで、残存していないが４方透孔と思われる。外面はハケ整形からナデている。小形の椀

形の杯部が付く。浅黄で砂粒少量含むが胎土は良好である。

器台（228）

　裾部で小形精製器台であるが、砂粒多く含む。にぶい黄橙〜橙で内湾ぎみに延び端部外側に尖る。内

面はケズリからナデ、外面は２方向のミガキで仕上げる。上台部に近い高い位置に４方透孔がある。

　製塩土器（229〜232）

　229は器高3.8㎝あり外反し器壁厚めで端部尖る。体部底は丸いと思われる。灰白で細砂含み、ユビ整

形である。230は小さな脚台で脚台Ⅳ式である。脚台端部は歪でユビ成形からナデ仕上げであるが指圧

痕残る。外面はヘラで調整している。外面はにぶい赤褐、内面はにぶい橙で砂粒多く含む。231も小さ

な脚台で径3.7㎝で屈曲し短く外傾する。端部は丸くナデ仕上げである。内面はにぶい黄橙、外面はに

ぶい褐、器肉は黒褐で胎土精良である。232は直線的に開くが器高は低い。内面の稜線は鋭い。にぶい

赤褐で極細砂を少量含んでいる。

４．包含層出土遺物（233〜332）
壺

　233は大形の内傾する二重口縁で、復原径32.6㎝と大きい。ユビ成形ののち強いヨコナデによって外

面は段状になり、内面もハケ状に見える。頸部から外傾し突出し最大径となって外反ぎみに内側に傾き

端部僅かに肥厚する方形である。細砂を多く含み、にぶい褐からにぶい橙を呈している。端部周辺には

有機質が付着している。

　234も直立する二重口縁で阿波産かと思われる。直立する頸部からほぼ水平に開き稜線を持って外反

する。端面は５条の幅の広い凹線になっている。にぶい黄橙で、砂粒少量含む。

　235は水平ぎみに開き稜線を持って外反する二重口縁である。端部は反っており丸い。強いヨコナデ

が施され端面は凹線状になっている。にぶい黄橙で赤色粒などの細砂多く含む。阿波産。

　236は大形で厚い器壁を持つ口縁部小片で、内湾ぎみで端部角張る。表面磨滅顕著で砂粒多く含んで

いる。灰黄を呈し、ヨコナデである。

　237は大きく外反し端部肥厚する口縁部で、端面に１条の凹線を施す。外面はハケ整形からナデ調整

で灰白である。内面はにぶい黄橙〜灰で一部は外面も黒になっている。端部周辺はヨコナデである。

　238は大形口縁部の破片で口径は復原できない。内湾し端面下部に粘土を貼付け突出さす。突出部の上

に２条の凹線があり、上の凹線にかかるように竹管文を施している。内面は灰褐〜褐灰で有機質が付着し
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ている。外面はにぶい橙で粗砂含む。全体にヨコナデだが、外面下半はミガキで仕上げているようである。

　239も小片で口径復原できない。外傾し端部角張り、端面中央に凹線がある。外面にも上下に凹線が

あるようであるが、磨滅している。中央に大きめの竹管文がある。内面は明褐灰、外面は浅黄橙で粗砂

含む。ヨコナデで割れているが二重口縁になる。阿波の影響を受けている。

　240も大形の二重口縁の下半部である。ほぼ水平に開いている。内面は褐灰、外面はにぶい黄橙をし

ている。強いヨコナデで段状になっている。内面は有機質が付着している。

　241は灰白を呈する二重口縁で端面に文様があり、竹管文の付いた円形浮文と波状文が描かれている。

　242は水平に開いてから外反ぎみに直立する。端部は外側に尖らす。胎土精製されており、橙を呈する。

強いヨコナデで端面に３条の凹線がある。

　243も水平に開き直立する。変化点は突出していない。橙で細砂含む。ヨコナデで４条の凹線がある。

　244は水平ぎみに開くが外反し稜線を持って外傾する口縁部である。端部は丸く、胎土も良好である。

端面下部に竹管文付きの円形浮文を巡らせている。間隔を開けて配しており、復原すると18個になる。

浮文は低く、端面との比高差は少ない。ヨコナデである。

　245は直立ぎみの頸部で頸部に１条の突帯を有する。断面台形の頂部に刻み目が入れられている。灰

白〜灰黄で極細砂を多く含む。ナデ仕上げである。

　246は体部上半が肩の張る球形でユビ成形から内面ケズリ、外面ハケ整形である。頸部は短く強く屈

曲し外傾して擬口縁部となり内傾する。端部は反りぎみに丸くなる。口縁部は強いヨコナデで特に上半

は段になっている。にぶい橙で粗砂含む。讃岐産であろう。

　247は短い頸部は直立し水平ぎみに外傾してから、外反する二重口縁壺である。端部は欠失している

が僅かに欠損している程度であろう。強いヨコナデで仕上げており、内面はにぶい黄橙〜にぶい黄褐、

外面はにぶい黄褐〜灰黄褐で細砂含む。

　248は突出平底からやや長い球形の体部になり外反する口縁部が付く。端部は肥厚して丸くなる。底

部はユビ成形からナデで仕上げる。外面はタタキからハケ整形しナデ調整である。内面はナデ仕上げで

粘土紐看取される。にぶい黄橙で砂粒多く含む。

　249は外反する口縁部で端部は反りぎみに尖る。内面は灰、外面は灰白で極細砂多く含む。焼成良好

で堅く焼き上げられている。ヨコナデである。

　250は二重口縁で外傾してから外反する。褐灰で細砂含む。ヨコナデで、器台の可能性も残される。

　251は小形で外反し端部丸く納めている。内面は横方向のハケ整形で外面は斜め方向のハケである。

端部周辺はヨコナデで、にぶい黄橙で細砂含む。

　252〜254は底部である。252・253は突出平底から外傾する。タタキからナデである。にぶい黄橙〜に

ぶい橙で磨滅している。254は大形の壺で弥生時代のものである。平底から僅かに内湾する。底面はタ

タキ底でナデからミガキを施している。内面は黄灰でハケ整形から板ナデで仕上げる。外面は灰白でハ

ケ原体でケズリ状に整形している。

甕

　255は外面ハケ整形でタタキは看取できない。内面は横方向のヘラケズリで頸部下までを削っている。

緩やかなくの字で稜線は不明瞭である。中央が膨らんで外傾する口縁部で端部やや肥厚している。端部

下をヨコナデで形成するが明瞭な端面にはなっていない。灰黄で砂粒含む。

　256がⅤ様式系で内湾する体部から僅かに外反し尖りぎみである。外面タタキで灰白、内面はナデで
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灰白〜浅黄橙。口縁部ヨコナデで細砂含む。

　257は内外面ともハケ整形である。内面は横方向、外面は斜め方向である。色調は内面灰白〜淡黄、

外面浅黄橙で細砂を含む。胎土は播磨のものだが、形態・技法に違和感がある。内傾する体部からくの

字に外傾し端部近くで外側につまみ出している。ヨコナデで仕上げる。

　258にはタタキは残存していない。内面は横方向のヘラケズリであり頸部までケズリをしているが、

稜線は甘い。口縁部は外傾し端部は上方につまみ出すようにヨコナデをしている。端面は凹線状になっ

ている。浅黄橙で砂粒少量含む。

　259は全体的には内湾ぎみに開き、端部内側につまみ出しており端面中央が凹線状になっている。中

央部が厚く端部近くを強くヨコナデすることによって薄くなっている。灰白〜褐灰で赤色粒などの細砂

含む。

　260は内湾する体部から外傾し端部大きく上方につまみ出している。端面には２条の沈線があり、全

体に強いヨコナデで仕上げている。内面はヘラケズリと思われるが磨滅著しい。口縁端面・外面に赤色

顔料が残っており塗布されていたようである。灰白で、細砂多く含む。

　261は布留傾向の強い甕で、外傾し端部内外に肥厚している。頸部の稜線は鋭く、外面はハケ整形で

あろう。内面のケズリは明らかでない。口縁部はユビ成形からヨコナデをする。灰黄で砂粒僅かに含む。

　262は台付き甕底部である。脚台は低く上げ底状のもので外反し端部尖る。ユビ成形で接合しナデ仕

上げを行う。体部は内湾しており、磨滅著しい。ハケ整形からナデている。底部には工具痕が認められ

る。灰白で砂粒多く含む。

　263はくの字で内面の稜線やや甘い。口縁部は外傾し端部は上方につまみ出している。端部が小さく

尖っている部分と内側に向かって面になっている部分がある。内面はヘラケズリで灰白、口縁部はヨコ

ナデで外面には煤付着している。外面は黒である。

　264は底径が7.2㎝と大きな平底で器高は11,6㎝と低い。口径も16.2㎝と大きい。内湾する体部から短

く外傾し端部角張る。外面は粗いミガキで上半はハケ整形で口縁部はヨコナデ。灰白で砂粒含む。

　265は小さな不安定な平底から長い卵形の体部で口縁部は外傾し長く端部は丸い。外面は細めのタタ

キからハケ整形で灰白〜黄橙、内面はユビ成形からハケ整形でにぶい黄橙である。口縁部はハケ整形か

らヨコナデ。

　266はユビ成形からナデ・板ナデで仕上げ、口縁部はヨコナデである。平底から内湾し頸部の稜線が

甘く、口縁部は短く外傾し端部肥厚する。にぶい黄橙で砂粒多く含む。外面に黒斑がある。

底部

　267〜277は底部である。267は器壁の厚い平底で外面タタキである。浅黄〜黄灰で砂粒多く含む。タ

タキ底である。強く火を受けている。

　268は木葉痕のある突出平底で外面は灰白でタタキである。内面は浅黄で砂粒多く含む。

　269は弥生中期後半の底で外面は粗いミガキで内面はナデである。黄灰〜灰白で石英・長石など多く

含む。

　270は平底で中央部分だけ窪んでおりドーナツ状になっている。突出平底から外傾する。外面はタタ

キからナデている。底面・内面はナデ仕上げ。内面は橙、外面は灰白〜暗灰で、砂粒少量含む。

　271は突出平底から外傾する。外面はタタキで内面はナデで灰をしている。

　272はタタキ底で厚い平底である。外面はタタキ、内面はナデで灰白を呈する。
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　273は小さな平底で中央が窪んでいる。その横に体部にまでかかる直線文をヘラで刻んでいる。ヘラ

記号の１種であろうか。ユビ成形からナデで仕上げている。外面は強いミガキで調整している。灰〜灰

白で砂粒わずかに含む。外面の広い部分が黒褐になっている。

　274は小さなドーナツ状の平底から内湾している。ラセン状のタタキで、内面はくもの巣状のハケで

ある。灰白で外面に黒斑あり細砂多く含む。

　275はタタキ底かと思われる不安定な平底で体部外反する。外面タタキで浅黄で極細砂多く含む。

　276は再成形の底部で、突出平底から外反する。底面には木葉痕がありナデを加える。外面はタタキ

からナデで、内面はナデであろう。内面はにぶい褐、外面は橙である。

　277は２次焼成を受けており、底面は黒化している。内面も黒褐で、外面はにぶい橙である。上げ底

から内湾している。ユビ成形からナデ仕上げで砂粒含む。外面は強いナデである。

甑

　278は脚台を持つ鉢状とあるが、底が貫通しており甑になっている。外側に突出した平底で外反して

直線的に開いている。端部は反りぎみに丸くなり、外面はハケ整形である。灰黄で極細砂含む。

脚台

　279は低い脚台で水平ぎみに外反している。筒部も低く、体部は内湾している。脚部はユビ成形で作っ

ており、指圧痕が残る。内面はにぶい黄橙、外面は灰白で砂粒多く含む。

高杯

　280は筒部のみの破片で外反している。裾部内面は外反し絞り目が残りナデ仕上げである。中実で内

面はナデ、外面はヘラミガキを行っている。灰白で砂粒含む。

　281は中実の筒部で外傾している。内面には絞り目が残っている。赤を呈し強く被熱していることから、

製塩土器に転用された可能性もある。細砂含んでいる。

　282は内湾し僅かに変化して外傾する浅めの杯部で端部は丸い。変化点は沈線状に窪んでいる。にぶ

い黄褐で粗砂含んでいる。ナデ仕上げ。

　283は突出するように強く変化しており上部は外反している。下部は水平に近いと思われる。にぶい

黄褐で極細砂多く含んでいる。

　284は筒部が非常に細く直立している。内面には絞り目が残っている。杯部は浅く内湾し稜線を持っ

て外反するが口縁端部は残存していない。灰黄で極細砂多く含む。ミガキと思われるが磨滅顕著。

器台

　285は小形の下台部と思われ外反し端部上方につまみ出す。中位に円孔があり、８ケ所の透孔になろ

うか。灰白で極細砂多く含む。

　286は鼓形器台の上台部で直線的に開く。端部付近でやや反り、端部尖りぎみである。頸部上に低い

突帯がある。頸部内面は上下の強いヨコナデによって突出している。下台部はほとんど残存していない

が、外傾しているであろう。内面は灰白〜浅黄橙、外面はにぶい黄橙で細砂含む。

製塩土器

　287は端部を欠いている。内面は灰黄褐、外面は明赤褐で細砂含む。強く焼けていることから製塩土

器としたが、高杯の可能性もある。

　288は歪な脚台で外傾し器壁の厚い尖りぎみの端部である。ユビ成形からナデ仕上げでにぶい橙である。

　289は器高の低い脚台で開いて端部尖り気味。にぶい橙でユビ成形からナデている。
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　290は内湾ぎみに開く脚台で器高が高めである。端部は丸い部分と面になる部分がある。ユビ成形か

らナデで仕上げる。体部が外傾しているが、脚台Ⅳ式であろう。明赤褐で細砂含む。

　291は他より強く被熱している。小さめの脚台で外傾する。ナデ仕上げで橙を呈する。

　292は緩やかに外反しており端部は尖り気味。にぶい褐で極細砂多く含んでいる。

　293は外反する脚台で端部丸い。体部は内湾している。強く被熱しており、器面にヒビが入り赤化か

ら黒化している。にぶい黄橙〜赤褐で粗砂含む。

　294は外反し端部丸い。にぶい橙〜にぶい黄橙で極細砂僅かに含んでいる。磨滅顕著。

弥生土器

　全体的に磨滅している。295〜299は壺で、300は甕、301〜303は底部、304は高杯である。

　295は外反し端部が肥厚する口縁部で端面に竹管文の付いた円形浮文を巡らせている。にぶい黄褐で

砂粒多く含み、磨滅顕著で成形技法は不明である。

　296も外反し端部が肥厚している。下方のみに肥厚させ断面は三角形となる。表面磨滅しているが、

ハケ整形からナデで口縁部はヨコナデである。にぶい黄橙で砂粒少しと極細砂多く含む。

　297も口縁部で端部を内外に肥厚しており、端面中央が窪んでいる。内面灰白で外面にぶい黄橙で砂

粒多く含む。ヨコナデである。

　298は外反し端部僅かに肥厚し角張っている。内面灰白で外面浅黄〜灰白で砂粒含んでいる。

　299は頸部で貼付突帯が付き指頭圧痕が施されている。内面灰白、外面灰黄で砂粒多く含む。ナデで

内面はケズリと思われる。

　300は逆L字の口縁部で端部は丸く、口縁部は短く、内面の稜線は顕著である。浅黄橙〜にぶい橙で

砂粒多く含んでいる。

　301〜303は上げ底から外反する。301・302はユビ成形からナデ、303は外面ヘラミガキである。色調

は灰白〜黄灰で砂粒含む。

　304は脚端部で肥厚している。内面褐灰、外面にぶい黄橙でヨコナデ仕上げ。

（古墳〜奈良時代の須恵器）

　305は杯身で内湾する底部から体部で短く水平に開く受部になる。立ち上がりは内傾し端部尖る。灰

で極細砂少量含む。ロクロナデで底部未調整である。

　306は甕口縁部の小片である。緩やかに外反し端部は角張り、内側につまみ出す。灰で砂粒含む。

　307は甕口縁部で外反する短めの頸部から稜線を持って外傾する。内面は内湾し端部角張る。端面中

央は窪んでいる。ロクロナデで灰白、焼成は良好である。

　308は器台と考えている。接点はなく図上復原したものである。外反する筒部は明瞭な稜線を持って

上台部に続いている。上台部は内湾し、残存部端外側に突帯を有する。断面方形で両側に肥厚している

形状で大形の杯身のようになる。ロクロナデで、灰を示し、小石粒少量含むが緻密である。

　309はつまみ部が小さく中央が窪むもので、天井部は平坦で、緩やかに外傾し端部は肥厚する。ロク

ロナデで重ね焼の痕跡があり、他の端部が僅かに付着している。端部周辺に自然釉見られる。胎土は砂

粒を少量ふくむものの精良である。器表は灰で器肉は褐灰である。ロクロナデで内面には仕上げナデが

見られる。

　310はつまみ部を欠くもので、内湾する体部から端部は下方につまみ出す。外面だけ灰で、内面と器

肉は赤っぽい色調になっている。ロクロナデで重ね焼の痕跡がある。
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　311は杯Aの底部である。灰白で砂粒僅かに含む。底部から体部に延びる角付近で墨書が見られるが

判読できない。ロクロナデである。

　312は壺の肩部分で内湾する余り肩の張らないものである。肩上部に断面台形の突帯を貼り、その上

に耳を配する。縦耳で立面三角になり、上から見ると上部が開き下方で狭くなっている。突帯の下に空

間を置いている。灰白で僅かに砂粒含む。耳の数は不明である。

　313は杯B底部で高台は外側に踏ん張り端部肥厚している。中央が窪んでいる。底面は平坦で体部内

湾する。ロクロナデで高台を貼る際のナデが見られる。内面は灰で外面は灰白で焼成良好である。

　314はやや湾曲する平底から内湾ぎみの口縁部で端部反りぎみに丸い。高台は断面方形で外側に開い

ている。高台部周辺は貼り付け時のナデがあり、他はロクロナデである。色調は灰白で砂粒僅かに含む。

　315は壺底部で、上げ底になっておりヘラ切りである。体部は外傾し底部との稜線は鋭い。ロクロナ

デで外面はロクロケズリである。灰白で焼成良好である。

緑釉陶器

　318も椀底部で削り出し高台である。高台部が全体では台形であるが、削り出し時の工具の当て方に

よってか、段になっている部分もある。断面の一部はにぶい橙で、他は灰である。

　319は椀底部で削り出し高台である。ロクロナデで外面はケズリである。内面はミガキで仕上げている。

全体に施釉しているが淡く灰オリーブである。露胎部は灰〜灰白である。

（中世以降の遺物）

青磁

　320は底部の３分の１の破片である。器壁が1.5㎝と厚いことから15世紀に下るものであろうか。底面

は露胎である。

陶器

　322は備前焼擂鉢の口縁部である。外傾する体部から口縁端部は肥厚し特に上方に大きくつまみ上げ

ている。ロクロナデで仕上げており、内側にクシ描きで擂目を入れている。５本単位のものである。体

部外面下半と器肉は灰褐で、内面と口縁部は暗赤褐である。

　323は江戸時代の秉燭である。上半を欠き磨滅しているが、柿釉と思われる。

須恵器

　316は糸切り底で、中央近くがやや上がっている。体部は内湾しており、ロクロナデで、体部内面は

仕上げナデを加える。灰白で砂粒含んでいる。

　317は中世の椀で平底から僅かに内湾する。底部は糸切りで、体部はロクロナデである。灰白をして

いる。

　321は東播磨産の捏鉢口縁部で片口の破片である。端面は黒でそれ以外は灰白をしている。端部は肥

厚しており、砂粒含んでいる。

丸瓦

　324は磨滅しており、技法など不明である。布目も確認できないが、凸面は縄目タタキをナデている

ようである。明黄褐で極細砂多く含む。２次焼成を受けている。

平瓦

　325は凹面布目、凸面縄目の小片である。断面は黄灰で表面は黒である。通常の縄目タタキで長石な

どの小石粒を含んでいる。
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　326は凹面布目で凸面は不明である。側面の切り離しは２面になるが甘い稜線である。平瓦に粘土を

包み込んでおり、瓦当に近い部分であろう。凸面端部はユビ成形かナデを行っている。明黄褐で砂粒多い。

　327は326と同一個体かもしれない。粘土の継ぎ目が見られ、瓦当に近い部分である。凹面は布目、凸

面は縄目である。橙で砂粒含む。

　328は凸面平行の細かい縄目タタキで、凹面には布目が残っている。模骨も看取される。端面はヘラ

で切っている。１面で大きく成形している。２次焼成を受けており、にぶい橙〜橙を呈しており、チャー

ト・赤色粒の砂粒含んでいる。

　329は沈線と刺突文の施された瓱小片である。文様から瓦泉かと思われる。灰を呈し胎土・焼成良好

である。ロクロナデ。

土師器

　330は甕体部の破片で古墳時代の土器かもしれない。粘土紐の痕跡明瞭で内外面ともにハケ整形である。

土錘

　331は管状の土錘で両端は切ったように落として面になっている。その際に孔が狭くなっている。穿

孔は全体的に大きな孔径の差がないことから、棒に巻いて作ったものと思われ、図上の下方向に芯を抜

いたと思われる。断面は正円ではなく楕円形である。平面形態も中央が僅かに膨らんだ形状になってい

る。長さ6.4㎝、最大幅3.5㎝、孔径1.2㎝を測る。重さ78.5gとやや大きめの土錘である。

　332は棒状土錘で片側の透孔の一部がかろうじて残っている。断面円形で円孔付近は平たくなりかかっ

ている。浅黄橙〜灰白で砂粒多く含む。

（3）鉄器

（2）石器
　４点図化している。石鏃は時期的には大溝などから出土している弥生中期の遺物と思われる。

　S1は砥石でSD02から出土している。小形の砥石で残存している面すべ利用されている。長さ63.5㎜で、

最大幅は32.5㎜、厚さ13.0㎜を測り、重さは34.5gである。残存端が薄くなっており、棄損したようである。

古生層の石を使用している。

　S2は僅かに凹んでいる平基無茎式の石鏃である。重さ0.7gと小形である。長さ20.0㎜、幅15.0㎜、厚さ3.0

㎜で両面から加工を加えている。大溝の肩部から出土している。サヌカイト。

　S3も平基無茎式の石鏃である。端部は細かい加工を施すが、裏面中央部は大剥離面のままに近い。

長さ25.0㎜、幅16.0㎜、厚さ3.5㎜を測る。重さは1.2ｇと通有の重さである。

　S4は凸基有茎式石鏃で長さ34.5㎜、幅18.0㎜、厚さ4.0㎜とやや大形である。重さも1.7ｇとやや重たい。

刃部は細かい加工を施すが中央部はそうではない。

　M1は針状の鉄製品である。頭部を欠いていることから断定はできないが、針と考えられる。上部の

方が残存状態は悪い。先端は４方向から研ぎ出されている。断面は0.20×0.25㎜の不定円形である。残

存長は2.60㎜を測る。黒砂礫層から出土している。

　M2は大溝黒シルト層から出土している。片刃になると思われるが、刃部はほとんど残存していない。

鍛造品で折り曲げているように思われる。峰部は丸みを持ち、全体的な平面は弧状を呈する。長さ5.1㎝、

残存幅3.2㎝、厚さ0.6㎝を測る。
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